
平成２８年第２回定例会（９月議会）

産業観光分科会・委員会提出資料【所管事項関連】 別冊

第１０次

秋田県職業能力開発計画（案）

－ 秋田を支える産業人材の育成をめざして －

秋 田 県





第１０次秋田県職業能力開発計画

目 次

第１部 総 説

１ 計画のねらい ･･････････････････････････････････････････････････････････ １

２ 計画の位置づけ ･･････････････････････････････････････････････････････････ ２

３ 計画の期間 ････････････････････････････････････････････････････････････ ２

第２部 職業能力開発をめぐる現状

１ 労働力の動向 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ３

（１）人口の推移 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ３

（２）労働力人口の状況 ････････････････････････････････････････････････････ ３

（３）人口の将来展望 ････････････････････････････････････････････････････････ ４

２ 雇用の動向 ････････････････････････････････････････････････････････････ ５

（１）県内の求人・求職の動向 ･･････････････････････････････････････････････ ５

（２）産業別・職種別・年齢別の就業状況 ････････････････････････････････････ ６

（３）若年者の就業状況 ････････････････････････････････････････････････････ ７

（４）女性の就業状況 ･･････････････････････････････････････････････････････ ８

（５）高年齢者の就業状況 ･･････････････････････････････････････････････････ ８

（６）障害者の就業状況 ････････････････････････････････････････････････････ ９

３ 職業能力開発の状況 ････････････････････････････････････････････････････ １０

（１）県内事業所における職業能力開発の状況 ････････････････････････････････ １０

（２）県内の公共職業能力開発の状況 ････････････････････････････････････････ １１

（３）県内の民間における職業能力開発の状況 ････････････････････････････････ １４

第３部 職業能力開発施策の方向性と基本的施策

１ 秋田の産業を支える人材の育成 ･･････････････････････････････････････････ １６

（１）成長が見込まれる分野の人材育成 ･･････････････････････････････････････ １６

（２）地域ニーズに対応したものづくり分野の人材育成 ････････････････････････ １７

２ 雇用のセーフティネットとしての職業能力開発の推進 ･･････････････････････ １８

（１）離職者等に対する職業訓練の充実強化 ･･････････････････････････････････ １８

（２）離職者等職業訓練受講者の早期就職の促進 ･･････････････････････････････ １８

３ 生涯を通じたキャリア形成への支援 ･･････････････････････････････････････ ２０

（１）労働者の主体的な能力開発の支援 ･･････････････････････････････････････ ２０

（２）企業等に対する職業能力開発の支援 ････････････････････････････････････ ２０

（３）若者に対するキャリア教育 ････････････････････････････････････････････ ２１

４ 技能の振興と次世代の育成支援 ･･････････････････････････････････････････ ２２

（１）技能検定制度の普及と若年技能者の育成 ････････････････････････････････ ２２

（２）技能尊重気運の醸成 ･･････････････････････････････････････････････････ ２２

（３）学校教育と連携したものづくりに対する意識の醸成 ･･････････････････････ ２２

５ 「全員参加の社会の実現加速」に向けた多様な人材の就業拡大の支援 ････････ ２４



（１）若者の職業能力開発の推進 ････････････････････････････････････････････ ２４

（２）女性の職業能力開発の推進 ････････････････････････････････････････････ ２４

（３）高齢者の職業能力開発の推進 ･･････････････････････････････････････････ ２５

（４）障害者の職業能力開発の推進 ･･････････････････････････････････････････ ２５

６ 職業能力開発の実施体制 ････････････････････････････････････････････････ ２６

第４部 技術専門校について

Ⅰ 趣旨 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ ２７

１ 訓練科の現状について ･･････････････････････････････････････････････････ ２７

２ 訓練科のあり方に係る見直しについて ････････････････････････････････････ ２７

Ⅱ 技術専門校の訓練体制について ････････････････････････････････････････････ ２８

Ⅲ 各訓練科の方向性 ････････････････････････････････････････････････････････ ２９

１ 鷹巣技術専門校自動車整備科 ････････････････････････････････････････････ ２９

２ 鷹巣技術専門校建築工芸科 ･･････････････････････････････････････････････ ３１

３ 鷹巣技術専門校建設機械運転科 ･･････････････････････････････････････････ ３３

４ 秋田技術専門校自動車整備科 ････････････････････････････････････････････ ３５

５ 秋田技術専門校オフィスビジネス科 ･･････････････････････････････････････ ３７

６ 秋田技術専門校メカトロニクス科 ････････････････････････････････････････ ３９

７ 秋田技術専門校情報システム科 ･･････････････････････････････････････････ ４１

８ 大曲技術専門校機械システム科 ･･････････････････････････････････････････ ４２

９ 大曲技術専門校電気システム科 ･･････････････････････････････････････････ ４４

１０ 大曲技術専門校建築施工科 ･･････････････････････････････････････････････ ４６

１１ 大曲技術専門校色彩デザイン科 ･･････････････････････････････････････････ ４８

参考資料

職業能力開発に関するアンケート調査集計表

【職業能力開発に関する意識調査】

○事業所に対するアンケート調査（平成２７年５月２８日実施）

○求職者に対するアンケート調査（平成２７年６月 １日実施）

○高校生に対するアンケート調査（平成２７年５月２９日実施）

【秋田県立技術専門校についてのアンケート調査】

○高等学校進路指導者に対するアンケート調査（平成２７年６月１５日実施）

○中学校進路指導者に対するアンケート調査 （平成２７年６月１５日実施）

【秋田県立技術専門校の訓練科についてのアンケート調査】

○鷹巣技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）

○秋田技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）

○大曲技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）



第１０次秋田県職業能力開発計画

第１部 総 説

１ 計画のねらい

本県では、職業能力開発の基本となる計画として、昭和４６年以降９次にわたり職業能力

開発計画を策定し、新規学卒者、離職者、在職者等の職業能力の開発及び向上に関する

施策を推進してきました。

第９次計画（平成２４年～２７年度）では、国内で最も速いスピードで人口減少や少子高齢

化が進む中、長期的な労働力人口の減少を視野に入れながら、産業人材の育成・確保、そ

のための職業能力開発をめざしました。

この間、我が国は、少子高齢化の進展などにより本格的な人口減少社会の到来を迎え、

労働力人口の減少や非正規雇用労働者の増加、グローバル化による競争激化等、雇用を

取り巻く現状は大きく変化しています。

経済雇用情勢に目を向けますと、我が国経済は、平成２３年３月に発生した東日本大震

災による落ち込みを乗り越えて持ち直しが続き、平成２６年度には、有効求人倍率が２３年ぶ

りの高水準となったほか、企業の経常利益が過去最高の水準となるなど、雇用や企業収益

を中心に、確実に改善を見せています。

本県においても、地域や業種によっては改善に遅れが見られるものの、今後とも、景気は

緩やかな回復基調が続いていくものと期待されます。

こうした中、現下の経済情勢のすう勢を一時的なものに終わらせることなく、将来の持続的

な成長・発展に結びつけていくためには、産業を支える人材力を高めることが必要であり、そ

のための職業能力開発施策の充実した展開が求められます。

また、本県は、とりわけ人口減少・少子高齢化の進行が著しく、就業人口の減少等に伴う

経済規模の縮小や地域活力の低下、熟練技能者の高齢化や若者のものづくり離れ等により

技術技能の継承が失われることが懸念されています。

本県が社会経済の活力を維持し、発展させていくためには、産業を支える人材の育成や

確保が重要であり、県民一人ひとりの能力や資質を高め、プロの職業人として、その能力を

十分発揮していくことで、産業の活力を増強し、生産性を向上していくことが強く求められま

す。

また、働く意欲と能力がある人々が就業によって自立し、社会を支える役割を果たすこと

で、社会経済の持続性を維持していく必要があり、そのためには、女性や高齢者をはじめ、

誰もが、培った能力や経験を活かし、生涯現役で働き続けられる社会環境を整えていくこと

が不可欠です。

こうした状況を踏まえ、第１０次秋田県職業能力開発計画（～秋田を支える産業人材の育

成をめざして～）は、秋田の産業を支える人材の育成や、雇用のセーフティネットとしての職

業能力開発の推進、技能の振興・継承など、職業能力開発施策の今後の基本的方向性を

示すものです。
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２ 計画の位置づけ

この計画は、本県の産業人材の育成や次代を見据えた職業能力開発の推進に向けて、

職業能力開発促進法第７条第１項の規定により、国が策定した「第１０次職業能力開発基

本計画」や、「第２期ふるさと秋田元気創造プラン」、「秋田県中小企業振興条例」、「あきた

未来総合戦略」と整合性を図りながら、本県において行われる職業能力の開発に関する基

本となるべき計画として策定するものです。

３ 計画の期間

この計画の期間は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間とします。

2
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（３）人口の将来展望 

    県では、人口の動向分析や将来展望を「秋田県人口ビション」としてまとめ、平成５２年（2040

年）の人口７０万人（社人研推計）に対し、総合戦略等に基づく各種の施策・事業が効果的に人口

動態に作用し、併せて社会減が徐々に収束し、平成５２年以降社会増減が均衡するとの前提で推計

すると、平成５２年には約７６万人、平成７２年には約６２万人となり、人口減少に一定の歯止め

がかかるものと予測し、これを目指すべき将来人口としています。 
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秋田労働局「職業紹介状況報告」 

２ 雇用の動向 

 

（１）県内の求人・求職の動向 

    平成２０年秋の米国の危機に端を発した世界金融危機等の影響により、平成２１年の県内の有効

求人倍率が０．３２倍まで落ち込み、平成２３年３月の東日本大震災以降は、東北地方を中心に雇

用改善の動きが弱まり、本県の有効求人倍率も１倍以下で推移するなど、厳しい雇用状況が続きま

した。 

      その後、県内景気は回復の動きが続き、平成２７年度の年間有効求人倍率が１．０７倍と統計を

始めた昭和３８年以降過去最高となりましたが、全国平均と比べると低位にあるほか、業種、地域

間でばらつきが見られます。 

また、雇用・就業形態の多様化により、近年、アルバイトや派遣・契約社員等の非正規労働者が

増加しており、本県の非正規労働者の割合は、平成２４年で３５．３％と全国平均よりも低いもの

の、全国と同様に増加傾向にあります。 

 

求人・求職状況と有効求人倍率の推移（全数） 
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秋田労働局資料 

 

年代別の非正規の職員・従業員の割合 

 

                                      総務省「平成 24 年就業構造基本調査」 

（２）産業別・職種別・年齢別の就業状況 

    県内の産業別に求人・就職状況を見ると、求人数、就職者数ともに「医療・福祉」「卸売・小売

業」で多くなっており、「飲食・宿泊業」では求人数に対して就職者数が少ない状況となっていま

す。 

産業別の求人・就職状況（平成２７年度・常用雇用）（秋田県） 

 

 

県内の職種別の求人・求職状況を見ると、「保安・警備」「サービス」などで求人難の状態にあ

る職種がある一方で、「事務」では、有効求人倍率が０．３３倍に止まるなど、雇用のミスマッチ

が見られます。 

職種別の求人・求職状況（平成２８年３月・常用雇用）（秋田県） 
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         総務省「労働力調査」 

年齢別の求人・求職状況（平成２８年３月・常用雇用）（秋田県） 
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（３）若年者の就業状況 

    若年者の就業状況については、２４歳以下の完全失業率が、平成２７年には５．５％、２５～３

４歳については４．６％と、近年、回復傾向にあるものの依然として厳しい状況にあります。 

      平成２６年の全国の若年無業者（ニート）、フリーター数は、前年よりも減少していますが、若

年者の雇用の不安定化は、晩婚、非婚や少子化のさらなる進行など、社会経済に与えるマイナス影

響の大きさが指摘されています。 

      また、本県においては、新規学卒者の卒業後３年以内の離職率が全国に比べて高い傾向にあるこ

とから、若年従業員の職場定着に向けた取組を進めていく必要があります。 

 

 

年齢層別完全失業率の推移（全国）           
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         総務省「労働力調査」 

新規学卒者の卒業後３年以内の離職率 

 若年無業者（ニート）、フリーターの数（全国） 

※求人は原則年齢不問であることから各年齢に均等配分されます。そのため求職者の少ない１９歳以下と６５歳以上は、有効求人倍
率が高くなる結果となります。 
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総務省「平成 22 年度国勢調査」 

総務省「平成 24 年就業構造基本調査」 

 

（４）女性の就業状況 

      女性の就業状況については、育児をしている女性の有業率（15 歳以上人口に占める有業者の割

合）は６８．０％（全国７位）と、全国でも上位に位置しています。労働力率（15 歳以上人口に

占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合）、有業率とも、全国平均と比べて、Ｍ字のへこ

み部分が小さく、結婚や出産・育児を理由とした女性の離職は相対的に少ないと考えられます。 

また、２５歳以降のほぼ全ての年齢階層で上昇傾向にあり、本県の女性の就業意識が高まってい

ることがうかがわれます。 

 

25～44 歳の育児をしている女性の有業率 

 

 

 

女性の年齢階級別労働力率                 女性の年齢階級別有業率（秋田県）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）高年齢者の就業状況 

      高年齢者の就業状況については、高年齢者雇用確保措置（６５歳までの定年の引上げ、継続雇用

制度の導入等）を実施済みの企業の割合は、平成２７年で９９．５％（全国１５位）と、全国平均

９９．２％を上回っているほか、希望者全員が６５歳以上まで働ける企業の割合は８０．５％（全

国３位）と、全国平均７２．５％を大きく上回っており、高年齢者の就業機会の拡大が図られてき

ています。 
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※女性の労働力率は、結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇するという、いわゆるＭ字カーブを描くこと
が知られています。 

･･･秋田県は全国 7位 
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※平成25年4月に制度改正（継続雇用制
度の対象者を限定できる仕組みの廃止
等）があったため、平成24年と25年の
数値は単純比較できません。 

 

 

秋田労働局「高年齢者の雇用状況」 

高年齢者雇用確保措置の実施企業の割合（31 人以上規模の企業） 

 

 

６０歳以上の常用労働者数と６５歳以上まで働ける企業の割合 

6,940 7,322 8,292
10,011 11,150 11,687

13,518 14,664

9,112
10,213

12,273
13,833

14,426
16,713

18,007

52.1
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80.0 79.9
80.5

44.6
46.2 47.9 48.8

66.5

71.0 72.5
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Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（％）（人） 31人以上規模企業における60歳以上の常用労働者数

51人以上規模企業における60歳以上の常用労働者数

65歳以上まで働ける企業の割合（秋田県）

65歳以上まで働ける企業の割合（全国）

                                                                           

秋田労働局「高年齢者の雇用状況」 

 

（６）障害者の就業状況 

    障害者の就業状況については、県内の民間企業（５０人以上規模の企業）における障害者の実雇

用率は、平成２７年で１．８４％（１，９７２人）と、前年比で０．０７ポイント上回り、過去最

高となりましたが、全国平均と比べて低率で推移しています。 

また、法定雇用率（２．０％）達成企業数は３９３社で、その割合は５７．５％と、前年に比べ

て１８社、２．４ポイント増加しています。 

        

 

 

f 

 

 

３ 職業能力開発の現状 

 

 

 

 

97.8%
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96.6%
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90%

95%

100%

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

秋田 全国
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57.5
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H23 H24 H25 H26 H27

達成企業数 達成企業割合

秋田労働局「障害者雇用状況」 

1,401 1,422 1,391 1,355 1,376
1,495

1,554

1,714

1,869
1,972

1.55

1.55

1.51
1.53

1.58

1.53
1.56
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Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（％）（人）

雇用者数 秋田県 全国

 

法定雇用率達成企業数とその割合（秋田県） 

％ 社 

障害者の実雇用率と雇用者数 

※障害者雇用促進法では、事業主に対し、常時雇用する従業員の一定割合（法定雇用率、民間企業の場合は 2.0％）以上の障害者を雇う
ことを義務付けています。 
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３ 職業能力開発の状況 

 

（１）県内事業所における職業能力開発の状況       従業員に対する職業訓練の実施状況 

   県内事業所を対象に、平成２７年５月に実施した 

『職業能力開発に関するアンケート調査結果』によ 

ると、従業員に対して職業訓練を実施している事業 

所は７３．７％となっており、第８，９次計画作成 

時の調査と比較して上昇傾向にあり、資格取得・維 

持、現業務のレベルアップ、基礎的な知識・技能の 

付与などの訓練が行われています。(ｸﾞﾗﾌ 1) 

   また、従業員に対して職業能力開発を行っていな 

い事業所からの回答では、実施できない理由として、 

時間や経費の問題、適当な研修や講習がない、講師・指導員の確保の問題などがあげられています。

(ｸﾞﾗﾌ 2) 

    一方、高齢化等により技能継承への課題があると回答した事業所は、今後発生すると認識してい

る事業所を合わせると７３．６％を占めており(ｸﾞﾗﾌ 3)、その対応策として、退職者の再雇用や雇

用延長、中途採用者の増員、専門分野の教育訓練の強化などの取組が行われています。(ｸﾞﾗﾌ 4) 

                            

従業員に実施した職業能力開発訓練の内容        従業員に対する職業訓練に関する課題 

     

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化等による技能継承の問題                   技能継承への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資格取得・

資格維持
28.3%

現業務のレ

ベルアップ
25.8%

基礎的な知

識・技能の

付与
23.7%

職種の拡

大・転換
5.2%

ＩＴ等技術革

新への対応
2.7%

研究開発・

企画設計
0.6%

その他
1.1%

秋田県「職業能力開発に関するアンケート調査」 

 

時間に余

裕がない
38.1%

費用がか

かりすぎる
18.9%

適当な研

修や講習

がない
16.9%

教育訓練の

講師・指導員

がいない
9.6%

教育訓練の

内容・方法が

わからない
3.2%

教育訓練の

必要がない
2.2%

教育訓練に

ついて相談

できる人がい

ない
2.0% その他

3.4%

無回答
5.6%

 

59.7 

72.0 73.7 

50

60
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80
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(H18-22) (H24-27) (H28-32)

8次 9次 10次

％ 

 

ある
29.5%
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44.1%

今後もない
24.5%

無回答
1.9%

 

退職者の再

雇用・雇用

延長
39.1%

中途採用者

の増員
17.8%

専門分野

の教育訓

練の強化
16.6%

新卒者の

増員
14.5%

専門技能の

マニュアル化
8.0%

契約社員、

派遣社員の

活用
2.7%

その他
1.2% 無回答

0.3%

管理･監督 

能力の向上 

12.6% 

（ｸﾞﾗﾌ 1） （ｸﾞﾗﾌ 2） 

（ｸﾞﾗﾌ 3） （ｸﾞﾗﾌ 4） 
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（２）県内の公共職業能力開発の状況 

    県内では公共が行う職業能力開発として、国（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）

が設置する秋田職業能力開発短期大学校、秋田職業能力開発促進センター（ポリテクセンター秋田）

のほか、県が設置する県立技術専門校（鷹巣技術専門校、秋田技術専門校、大曲技術専門校）にお

いて、職業能力開発促進法に基づく学卒者（高卒及び中卒）、離職者、在職者を対象とした職業訓

練を実施しています。 

 

ア 国（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）における職業訓練 

    職業能力開発促進法に基づく公共職業訓練のほか、学卒未就職者や長期離職者など、雇用保険

を受給できない失業者（特定求職者）に対するセーフティーネットとして、求職者支援訓練を実

施しています。 

 

○秋田職業能力開発短期大学校における平成２８年度職業訓練実施計画 

 

○秋田職業能力開発促進センターにおける平成２８年度職業訓練実施計画 

 

イ 県立技術専門校における職業訓練 

① 学卒者 

新規学卒者を対象に「木造建築」「塗装」「機械」「自動車整備」「電気」などものづくり

分野の職業訓練を実施しています。 

学卒者（高卒及び中卒）を対象とした普通課程の職業訓練の入校率は、平成２２年は９０．

５％でしたが、平成２８年は５８．０％と近年大きく減少しています。 

訓練修了後の就職率は、高い水準で推移しており、平成２８年３月修了者のうち就職希望者

の就職率は１００％、うち県内に就職した割合は８６．０％となっています。 

② 離職者 

離職者、若年者、障害者向けの職業訓練として、パソコン・事務系、医療事務系、介護系、

保育系の民間教育訓練機関等を活用した委託訓練を実施しています。平成２０年の世界金融危

機以降、実施コース数、受講者数とも大きく増加しましたが、ここ数年は減少しています。 

訓練形態 課　程 主な対象者 訓練期間 コース数 定 員 訓練内容等

専門課程 高卒 ２年 3 120 生産技術科、電子情報技術科、住居環境科

短期課程 在職者 数日 18 180
機械設計・加工、金属加工、電子回路設計、制御システ
ム設計、建築計画ほか

21 300

施設内訓練

計

訓練形態 課　程 主な対象者 訓練期間 コース数 定 員 訓練内容等

離職者 ６～７月 23 345

機械加工技術科、金属加工技術科、電気設備技術科、
電気通信施工技術科、ビル管理技術科、住宅リフォーム
デザイン科、テクニカルオペレーション科、RC造施工技術
科

在職者 数日 34 350
機械設計・加工、金属加工、測量・検査、制御システム
設計、建築計画、建築施工、建築施設設備、木材加工
ほか

57 695

基礎コース 離職者 ３～６月 315 情報ビジネス系

実践コース 離職者 ３～６月 395 情報系、介護系、地域ニーズほか

710

1,405

求職者支援
訓練

小計

合計

施設内訓練
短期課程

小計
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③ 在職者 

中小企業等の在職者の技能向上と能力開発に向けた職業訓練として、事務・情報系、技術系

コースやオーダーメイド型の在職者訓練を実施していますが、近年、受講者数は７００人前後

で推移しています。 

 

○県立技術専門校（３校）における平成２８年度職業訓練実施計画 

 

○平成２８年度職業訓練実施計画（対象者別） 

 

 

県立技術専門校学卒者訓練の入校状況
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Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

（％）（人）

入校者数
（中卒コース）

入校者数

（高卒コース）

入校率

（中卒コース）

入校率
（高卒コース）

入校率

（全体）

訓練形態 課　程 主な対象者 訓練期間 コース数 定 員 訓練内容等

普通課程 高卒、中卒 ２年 10 400

（鷹巣校）自動車整備科、建築工芸科
（秋田校）自動車整備科、オフィスビジネス科、メカトロニ
クス科、情報システム科
（大曲校）機械システム科、電気システム科、建築施工
科、色彩デザイン科

離職者 ６月 2 40 建設機械運転科

在職者 数日 99 1,050

（鷹巣校）OA事務科、CAD科、経理事務科、自動車整備
科、電気工事科、建設機械運転科ほか
（秋田校）OA事務科、建築科、CAD科、溶接科、電気工
事科、建設機械運転科ほか
（大曲校）OA事務科、CAD科、デザイン科、機械加工科、
溶接科、塗装科ほか

111 1,490

短期課程 離職者 ３～２４月 65 989 パソコン・事務系、医療事務系、介護系、保育系

65 989

176 2,479

委託訓練
小計

合計

施設内訓練

短期課程

小計

県立

技術専門校（３校） 秋田職業能力開発短期大学校 秋田職業能力開発促進センター

学卒者訓練
普通課程（高卒・中卒、2年間）
10科　200名／１学年定員

専門課程（高卒、2年間）
3科　60名／１学年定員

離職者訓練
施設内訓練　2コース (6ｹ月) 40名
委託訓練　65コース(3～24ヶ月) 989名

施設内訓練　23コース (6,7ｹ月) 345名
求職者支援訓練　（3～6ｹ月）710名

在職者訓練 99コース（数日） 1,050名 18コース（数日） 180名 34コース（数日） 350名

高齢・障害・求職者雇用支援機構立
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県立技術専門校学卒者訓練の就職状況 
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民間教育訓練機関を活用した離職者向けの職業訓練の実施状況 
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県立技術専門校における在職者訓練の実施状況 
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（３）県内の民間における職業能力開発の状況 

ア 認定職業訓練 

事業主が行う職業訓練のうち、一定の水準と認められるものについては、知事が認定し、必要

な支援を行っています。平成２７年度は、１２の事業主団体等において労働者に対する職業訓練

が行われ、普通課程で５４人、短期課程で２，０２９人が認定職業訓練を受講し、受講者数は２，

０００人前後で推移しています。 

 

認定職業訓練の実施状況（H27 補助対象） 

 

   

 

 

 

 

イ 秋田県職業能力開発協会 

秋田県職業能力開発協会では、民間における職業能力開発の指導援助や技能検定業務を行って

短期課程

塑性加工科 3

木造建築科 3

ｲﾝﾃﾘｱｻｰﾋﾞｽ科 4

151

木造建築科 3 42

85

塑性加工科 8

木造建築科 2

木造建築科 11

建築塗装科 8

建築板金科 12

384

602

22

60

19

54 2,029

株式会社リーディングアクター

トゥルーヘア株式会社

合　　　計

大曲仙北職業訓練協会 205

本荘由利職業訓練協会 95

横手地方職業能力開発協会

秋田県職業能力開発協会

秋田県建設技能協会

大館北鹿職業訓練協会

北秋田職業訓練協会

能代職業訓練協会

秋田中央職業訓練協会 22

鹿角地方職業能力開発協会

342

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓練生数

    団  体  名
普通課程

2,653 2,643 
2,351 2,139 

2,439 2,200 2,056 2,083 

0

1,000

2,000

3,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

認定職業訓練（補助対象）受講者数の推移 

(人) 
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います。技能検定の受検者数は近年横ばいで推移していますが、合格率は上昇傾向にあります。 

また、優れた技能と経験を持つ「ものづくりマイスター」を派遣し、効果的な技能の継承や後

継者の育成を行う「若者技能者人材育成支援等事業」を国からの委託事業として実施しており、

平成２７年度には、２，１０２人日の派遣を行っています。 

 

技能検定の受検者・合格者の推移 

 

        ものづくりマイスター派遣状況（H27） 

 

 

ウ 専修学校等 

専修学校等においても多様な教育訓練が行われているほか、その他の事業所でも、県の委託訓

練、国の求職者支援訓練の実施機関として、幅広い職業訓練の機会を提供しています。 

また、専修学校のうち、企業と密接に連携し、最新の実務の知識等を身に付け、より実践的な

職業教育の質の確保に組織的に取り組む専門課程を文部科学大臣が「職業実践専門課程」と認定

する制度が開始しており、平成２７年度は県内で１校５学科が認定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,803 
1,598 1,556 

1,470 1,586 1,572 1,567 1,485 

917 824 814 861 933 962 933 901 

50.9% 51.6% 52.3%
58.6% 58.8% 61.2% 59.5% 60.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

受検者数 合格者数 合格率

1,838

企業及び業界団体 25

高校以上の学校 1,525

公共職業訓練校 288

250

14

2,102

実技指導

ものづくり体験教室等

その他

計（人日）

県内の私立専修学校設置数(H27.5) 

 

分野 校数

工業 3

商業実務 2

衛生 4

医療 6

服飾・家政 3

教育・社会福祉 1

文化・教養 1

計　（休校除く） 18

※複数分野の学科を持つ校があるため、計は合致しない。

(人) 
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第３部 職業能力開発施策の方向性と基本的施策

本計画では、本県の職業能力開発をめぐる状況を踏まえ、本県社会経済が持続して発展するための

産業人材の育成・確保と次世代を見据えた職業能力開発を推進するため、次のとおり基本的な展開・

方向性を定め取組を進めていくこととします。

基本的な展開・方向性

１ 秋田の産業を支える人材の育成

２ 雇用のセーフティネットとしての職業能力開発の推進

３ 生涯を通じたキャリア形成への支援

４ 技能の振興と次世代の育成支援

５ 「全員参加の社会の実現加速」に向けた多様な人材の就業拡大の支援

１ 秋田の産業を支える人材の育成

（現状と課題）

○ 少子高齢化の進展やグローバル化の急速な展開などの社会の変化に応じて、産業構造も大

きく変化してきました。

○ 今後、航空機・自動車産業、新エネルギー関連産業などの分野は、産業の発展と雇用の拡

大を見込める分野として期待されています。

○ 本県経済が成長していくためには、今後成長が見込まれる分野への参入や、将来を見据え

た技術開発や新技術の導入を進めるとともに、それらを担う意欲のある人材の育成が求めら

れています。

（１）成長が見込まれる分野の人材育成

（方向性）

本県の産業構造は、下請・加工組立型の企業が多いため、付加価値生産性や給与水準が低

い状況にあることから、生産性が高く、景気変動の影響を受けにくい産業構造への転換を図

る必要があります。このため、今後高い成長が見込まれる輸送機関連（航空機・自動車）産

業、新エネルギー関連産業、医療福祉関連産業及び情報関連産業を担う人材育成を進めてい

きます。

【基本的施策】

① 技術専門校において、輸送機関連産業や新エネルギー関連産業、情報関連産業など、

成長分野を担う若い人材の育成に向けたカリキュラムを取り入れるなど訓練内容の充実

を図ります。また、太陽光パネル、風力発電設備の設置やメンテナンスの技能習得に向

けた職業訓練など、新たなニーズに対応した職業訓練を推進します。 【新規】

② 技術専門校において、外部講師による特別講義等により輸送機関連産業などの成長分

野への関心を高める取組を推進します。 【新規】

③ 航空機産業の専門家派遣など企業ニーズに応じたオーダーメイド人材育成を検討しま

す。 【新規】
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④ 自動車産業の若手経営者や中核人材等の育成のための職業能力開発を検討します。

【新規】

⑤ 今後さらに高校や大学、産業技術センター等と連携した次世代産業を支える産業人材

の育成を検討していきます。 【新規】

⑥ あわせて、成長分野を支える基盤となるものづくり人材の育成を支援していきます。

（２）地域ニーズに対応したものづくり分野の人材育成

（方向性）

技術専門校が地域に開かれた職業能力開発の中核施設として、積極的に地域の産業人材ニ

ーズの把握に努めるとともに、指導体制の充実・強化を図りながら、地域ニーズに対応した

産業人材の育成を促進します。

【基本的施策】

① 地域職業能力開発運営協議会で地域の産業人材ニーズの把握に努め、技術専門校の職

業訓練に反映させます。

② 技術専門校において、新規学卒者等を対象とした普通課程の職業訓練により地域ニー

ズに対応した即戦力となる技能者・技術者を育成します。

③ 技術専門校の訓練生へのジョブ・カードやキャリア・コンサルティングを通じたキャ

リア支援やインターンシップの実施、就職後のフォローなど職業意識の醸成や職場定着

に向けて、きめ細かな就職支援を行います。

④ 企業の技術者や高校教員に対する技術研修、技術・技能に関する相談を行います。

⑤ 技能検定や各種講習会等の円滑な運営を支援するため、検定委員や講師の派遣、施設

利用の便宜を図ります。

⑥ 先進技術等の習得、指導員免許の複数科目取得など職業訓練指導員の資質向上や外部

講師の活用、訓練に必要な施設・設備等の計画的な整備による訓練環境の充実など、指

導体制の充実強化を図ります。
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２ 雇用のセーフティネットとしての職業能力開発の推進

（現状と課題）

○ 離職者等に対する雇用のセーフティネットとして再就職の促進に向けて大きな役割を担っ

ている職業訓練については、求人ニーズに対応した訓練コースや訓練の質の充実が求められ

ています。

○ 訓練を効果的に実施するための関係機関の更なる連携強化が求められています。

○ 介護・福祉や建設など人手不足分野の人材確保が課題となっており、こうした分野で必

要とされる人材を育成するための職業訓練を進めていくことが重要となっています。

○ 離職者等の中には、有期雇用やパート・アルバイト等での就労の繰り返しにより雇用保険

を受給できない者もおり、そうした求職者への再就職の支援をしていく必要があります。

（１）離職者等に対する職業訓練の充実強化

（方向性）

離職者等の早期の再就職を促進するため、企業や地域等が必要とする求人ニーズに応じた

多様な訓練コースを設定するほか、関係機関と連携し、訓練の効果的実施や受講機会拡大を

図るなど、さらなる職業訓練の充実と強化を図ります。

【基本的施策】

① 技術専門校の設備やノウハウ等を活用し、離職者等を対象とした職業訓練を実施しま

す。

② 民間教育訓練機関等を活用し、離職者等を対象に、介護・福祉、建設など人手不足分

野における求人・求職ニーズ等を踏まえた職業訓練を実施するほか、経験や就業形態も

考慮しながら多様な訓練コースの設定を行い、職業訓練のさらなる充実と強化を図りま

す。

また、訓練の実施に当たっては、平成２８年度より公共職業訓練と求職者支援訓練を

一体化して定めた総合計画に基づくこととします。

③ ＩＴ分野の教育訓練を受けることが雇用の促進や職業の安定に資することを踏まえ、

離職者に対するＩＴ分野の効果的な訓練コースの設定に努めます。

④ 雇用保険を受給できない求職者が職業訓練によるスキルアップを通じて早期の就職を

目指す国の求職者支援制度の活用を促進するなど、国と連携協力しながら訓練機会の拡

大を図ります。

⑤ 地域の関係機関が協働して立ち上げる地域コンソーシアムへの参画を通じて、就職可

能性を高める離職者向け職業訓練コースの開発・カリキュラムの検証を行う事業を推進

します。【新規】

（２）離職者等職業訓練受講者の早期就職の促進

（方向性）

職業訓練指導員のほか巡回就職支援指導員を配置し、離職者等職業訓練受講者に対する就

職支援や、民間教育訓練機関等に対する就職支援に関する技術的支援を行うとともに、公共

職業安定所や民間教育訓練機関等の関係機関と連携し、早期の再就職を一層促進します。
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【基本的施策】

① 離職者等職業訓練受講者に対して、公共職業安定所や民間教育訓練機関等と連携し、

求職ニーズ等に応じた求人情報の提供等を行います。

② 公共職業安定所と連携し、地域企業等の最新の求人ニーズの把握に努め、民間教育訓

練機関等へ情報提供を積極的に行うほか、就職に向けた技術的支援を行います。

③ 就職活動を効果的に行うためジョブ・カードやキャリア・コンサルティングを通じて

受講者の適性や能力等の把握を行い、早期の就職に繋げます。
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３ 生涯を通じたキャリア形成への支援

（現状と課題）

○ 生涯現役社会の実現に向けて個人の職業生涯の長期化や働き方の多様化が進展する中、仕

事に就いている人の個々に合ったスキルアップやキャリア形成を支援していく必要がありま

す。

○ 企業が自ら行う従業員の職業能力開発について、訓練時間や費用負担等の問題から十分に

行われていない企業等もあります。

○ 若者のものづくり離れや熟練技能者の高齢化等により後継者の育成が急務となっており、

現場の即戦力となる人材育成と、企業等が行う職業能力開発が重要となっています。

○ 新規学卒者の卒業後３年以内の離職率が全国に比べて高い傾向にあることから、若年従業

員の職場定着に向けた取組を進めていくほか、職業能力開発の機会が乏しい若者に対し、積

極的に参加機会を設けていくことが求められています。

（１）労働者の主体的な能力開発の支援

（方向性）

労働者が職業人生を通じ継続的にキャリア形成ができるよう、国、事業主等の関係者と連

携しながら個人による主体的な職業能力の開発・向上を支援していきます。

【基本的施策】

① 技術専門校等で行う在職者向けの職業訓練や国の教育訓練給付制度などの各種支援に

関する情報提供等を通じて、若者をはじめ労働者のキャリア形成や安定的な雇用機会の

確保を促進します。

② 就職活動を効果的に行うためジョブ・カードやキャリア・コンサルティングを通じて

受講者の適性や能力等の把握を行い、早期の就職に繋げます。

（２）企業等に対する職業能力開発の支援

（方向性）

企業等における職業能力開発の取組を促進するため、技術専門校での在職者向けの職業訓

練や事業主団体等が実施する認定職業訓練の充実を図るほか、国や関係機関と連携し、事業

主が自ら行う労働者の職業能力開発を促進します。

【基本的施策】

① 技術専門校において、地域企業や地場産業の訓練ニーズに対応した、技術・技能・知

識のレベルアップを図る在職者向けの訓練を実施します。また、訓練カリキュラムや実

施時期を企業等の要望に応じて設定するオーダーメイド型の訓練を実施するなど訓練の

充実を図ります。

② 技術専門校において、ものづくりの技術・技能や職業能力開発に関する各種支援制度

等の情報提供・相談を実施します。

③ 地域の関係機関が協働して立ち上げる地域コンソーシアムへの参画を通じて、地域の

人材育成ニーズを踏まえた在職者向け職業訓練コースの開発を行う事業を推進します。

【新規】
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④ 認定職業訓練制度については、雇用する労働者の業務に必要な技術・技能・知識のレ

ベルアップを図るなどの技術者・技能者の育成確保のほか、建設業等の人手不足分野の

人材確保の観点からも事業主団体等への支援を通じて活用促進を図ります。

⑤ 国と連携し、女性や非正規労働者を含む従業員のキャリア形成を促進するため、キャ

リア形成促進助成金など各種支援制度に関する情報提供を行います。

⑥ 秋田県職業能力開発協会と連携し、事業所における職業能力開発計画の策定等を行

う職業能力開発推進者の配置促進や、技能・技術習得、技能検定等に関する情報提供

を行います。

⑦ 企業等が自ら労働者の能力開発を行うことは重要であり、従業員の高齢化等による技

能継承の問題解消に向け、認定訓練や公共職業訓練施設を活用したオーダーメイド型訓

練、技能検定などに意欲的に取り組む企業を支援します。

（３）若者に対するキャリア教育

（方向性）

秋田の産業を支えていく若者を育成し、県内への就職・定着を促進するため、若者の就業

支援や雇用環境の整備などの雇用対策をさらに充実していく必要があります。

【基本的施策】

① 高校生とその保護者を対象とした県内企業の職場見学会を開催するなど、若者が県内

企業の魅力を理解するとともに職業観や勤労観の醸成を促進する取組を実施します。

② 「若者職場定着連絡会」を設置し、若年従業員の定着促進や魅力ある職場の創出に向

けた取組を円滑かつ効果的に推進します。 【新規】

③ 国と連携し、若年求職者の就職力や定着力の養成を目的とした各種セミナーや講座を

開催するなど、若年者の就業定着、早期離職の防止を図るほか、若者の採用・育成・働

きやすい職場づくりに積極的に取り組む企業を支援します。
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４ 技能の振興と次世代の育成支援

（現状と課題）

○ 本県産業を支える労働者の技能や社会的地位の向上を図るため、ものづくりの素晴らしさ

や重要性について、若者をはじめ県民に広く周知し、技能の振興と技能を尊重する気運の醸

成を図っていく必要があります。

○ 少子化が進行する本県においては、ものづくりの人材を確保するため、子どもたちにもの

づくりへの関心を深める機会を増やすことも重要であり、学校等のキャリア教育と積極的に

連携していく必要があります。

（１）技能検定制度の普及と若年技能者の育成

（方向性）

若者のものづくり離れがみられる中、本県産業を支える労働者の社会的地位や技能水準の

向上を図るため、技能検定制度の一層の普及促進に努めるとともに、技能の魅力や重要性に

ついて啓発していきます。

【基本的施策】

① 秋田県職業能力開発協会と連携し、工業高校等の生徒、教員の技能検定受検を促進す

るとともに、技能検定制度の着実な実施と普及を図ります。

② 若年者ものづくり競技大会への積極的な選手派遣など各種技能競技大会への参加を促

進します。

③ 企業等が自ら労働者の能力開発を行うことは重要であり、従業員の高齢化等による技

能継承の問題解消に向け、認定訓練や公共職業訓練施設を活用したオーダーメイド型訓

練、技能検定などに意欲的に取り組む企業を支援します。 （再掲）

（２）技能尊重気運の醸成

（方向性）

技能を尊重する気運を醸成するため、技能者の社会的評価の向上を図るとともに、ものづ

くりの素晴らしさや重要性について啓発していきます。

【基本的施策】

① 県の営繕工事において、工事の用途と規模により、引き続き技能士の活用を図ります。

② 秋田県職業能力開発促進大会を開催し、秋田県優良技能者表彰及び秋田県職業能力開

発・技能振興表彰で、技能者や認定職業訓練など技能振興に功労のあった関係者の功績

を称えるなど、技能の重要性や必要性の再認識と技能に対する意識の高揚を図ります。

③ 技術専門校における「テクノスクールフェア」や「オープンキャンパス」等により、

ものづくり体験の機会を設け、技能やものづくりの魅力をＰＲします。

（３）学校教育と連携したものづくりに対する意識の醸成

（方向性）

教育委員会・学校等と連携し、学校が進めるキャリア教育において、児童や生徒が技能や

ものづくりへの関心を深めるための機会を提供し、職業意識の醸成を図ります。
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【基本的施策】

① 技術専門校で、学校と連携した体験授業や出前講座、ものづくり教室など、小学校か

ら高校までぞれぞれの段階に応じた技能やものづくりに触れる機会を提供し、技能に対

する意識啓発を図ります。

② 国や関係機関等と連携し、ものづくりマイスター制度の周知を図るとともに、ものづ

くりマイスターによる小中高校での実演やものづくり体験を通し、ものづくりの魅力を

発信します。
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５ 「全員参加の社会の実現加速」に向けた多様な人材の就業拡大の支援

（現状と課題）

○ 生産年齢人口の大幅な減少と高齢者人口の増加が見込まれる中、「全員参加の社会」の実現

加速に向け、長期失業者、学卒未就職者、ニート等の若年者、女性、高齢者等の多様な人材

が意欲と能力を発揮して働くことができる環境を整えることが求められています。

○ 障害者法定雇用率が全国平均を下回る本県では、障害者の社会参加や自立に向けた取組が

重要な課題となっています。

○ 特別な支援を必要とする者に対しては、それぞれの特性に応じた職業訓練の実施が重要で

す。

（１）若者の職業能力開発の推進

（方向性）

新規学卒者、ニート、フリーター、学卒未就職者等若年者の個々の特性に応じた訓練の実

施により就業意識の向上や早期就職を促進します。

【基本的施策】

① 新規学卒者に向けては、技術専門校において、地域のものづくり分野のニーズに応じ

た職業訓練により、専門的技能の習得や資格取得など地域産業を支える人材育成を推進

します。

② 国と連携し、求職者支援制度による職業訓練の受講機会の拡大を促進するとともに、

技術専門校において、民間教育訓練機関等を活用した座学と職場実習を組み合わせた日

本版デュアルシステムによりスキルアップを図るほか、キャリア・コンサルティングの

機会を確保するなど、実践的な職業人の育成を推進します。

③ ニート等の若年者については、一人ひとりの状況に応じ、地域若者サポートステーシ

ョンなど関係機関と連携して職業能力開発を行い、早期就職を促進します。

（２）女性の職業能力開発の推進

（方向性）

地域における女性の求職動向や訓練ニーズを踏まえた女性のライフステージに対応した職

業訓練を充実し、出産や育児等で離職した女性の再就職などを促進します。

【基本的施策】

① 子育て中の女性が受講しやすい託児サービス付きなどの職業訓練により、職業能力開

発機会を提供します。

② 就労経験に乏しい求職者の知識や経験等の態様に応じたキャリア・コンサルティング

により、就業に求められる能力を身につけることを支援し、早期の就職を促進します。

③ 仕事と育児の両立などの観点から、家庭でインターネットを活用して仕事ができるよ

うテレワークを導入する企業があり、こうした働き方に対応するための基本となるＩＣ

Ｔ関連の能力開発に対応した職業訓練などにより、就職機会の拡大を図ります。【新規】
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（３）高齢者の職業能力開発の推進

（方向性）

高齢者の雇用対策については、その知識、経験等を活かした雇用の確保を基本とし、高齢

者の意欲や能力に応じた雇用機会の確保を促進します。

【基本的施策】

① 高齢者の知識、能力、経験等の個人差や多様な就業形態のニーズなどに配慮した職業

訓練の実施やキャリア・コンサルティングにより再就職の促進を図ります。

② 高齢者がその意欲と能力に応じ、可能な限り社会の支え手としての役割を果たしてい

くことが重要であり、国と連携し、高齢者の多様な就業機会の確保に向けた取組を促進

します。

③ シルバー人材センターで、高齢者を対象にした技能講習の実施により人材育成を行な

い、人手不足分野等で就業する機会を提供し、就業を促進します。

（４）障害者の職業能力開発の推進

（方向性）

就職を希望する障害者等に対しては、関係機関と連携し、障害者の態様に応じた多様な職

業訓練の実施など障害者の職業能力開発を推進し、就職支援に当たってはきめ細かな支援を

行っていきます。

【基本的施策】

① 就職を希望する障害者と訓練を受け入れる民間教育訓練機関や企業等とのマッチング

を図りながら障害者の態様に応じた職業訓練を実施するとともに、一人ひとりの適性等

に応じた就職支援を行います。

② 訓練期間中の生活支援のための訓練手当の支給など国と連携した支援により、訓練機

会の拡大を図ります。

③ 障害者の職業能力開発の推進に当たっては、公共職業安定所、障害者就業・生活支援

センター、特別支援学校など関係機関との連携を強化します。

④ 障害者技能競技大会の開催や参加について支援します。
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６ 職業能力開発の実施体制

（関係機関の連携と役割）

本計画の推進に当たっては、国や独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、教育機関、

事業主団体、秋田県職業能力開発協会等の関係機関と連携を図り、相互の役割分担のもと具体的

な取組を進めていきます。

（１）技術専門校（鷹巣技術専門校、秋田技術専門校、大曲技術専門校）は、新規学卒者等を対象

とした普通課程の職業訓練や離職者等を対象とした短期課程の職業訓練、民間教育訓練機関等

を活用し、離職者や若年者、障害者等を対象とした短期課程の職業訓練及び技術専門校の設備

等を活用した在職者向けの職業訓練を実施します。

また、地域職業能力開発運営協議会等を通じて地域や企業等の職業能力開発ニーズを把握し、

より効果的・効率的な職業能力開発施策を推進します。

（２）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構秋田支部秋田職業能力開発促進センター及び

秋田職業能力開発短期大学校と連携し、相互の役割分担のもと、離職者等や学卒者、在職者に

対する職業訓練を実施します。

（３）教育委員会や工業高校等と連携し、小中高校の発達段階に応じたキャリア教育を推進すると

ともに、教員を対象とした技能研修を実施します。また、大学や公設研究機関等と連携した効

果的な職業訓練の実施を検討していきます。

（４）企業や事業主団体等と連携し、認定職業訓練を実施します。

（５）秋田県職業能力開発協会と連携し、技能検定制度の実施・普及や優良技能者の表彰などを通

じて技能振興を図るほか、ものづくりや職業能力開発に関する情報発信を行います。
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第４部 技術専門校について 

 

Ⅰ 趣旨 

 

１ 訓練科の現状について 

 ○ 県内３か所に設置している技術専門校（鷹巣技術専門校、秋田技術専門校、大曲技術専門   

校）では、新規学卒者を対象に、「木造建築」「塗装」「機械」「自動車整備」「電気」なども 

のづくり分野の職業訓練を実施し、専門的技能・技術を持つ人材を即戦力として求める企業ニー 

ズに対応しながら、県内の産業を支える人材育成を図っています。 

 ○ 鷹巣技術専門校建築工芸科（中卒課程）及び大曲技術専門校では定員割れが続く訓練科がある

などの課題がある一方で、産業界からは、県立の実践的技術系人材育成施設として、新技術への

対応や問題解決能力など、より高度な専門的な能力が求められています。 

 

２ 訓練科のあり方に係る見直しについて 

  第３部に定める「職業能力開発施策の方向性と基本的施策」を推進するに当たって、中核を担う

技術専門校の機能を強化する観点から、次の基本的視点で、全県的に長期的な視野で訓練科のあり

方を見直します。 

 ・秋田の産業を支える人材の育成 

   ・人口減少など社会経済情勢 

   ・効果的・効率的な職業能力開発の推進 

（１）「秋田の産業を支える人材の育成」の視点 

   今後成長が見込まれる分野と地域ニーズに対応したものづくり分野の人材育成に対応できる訓 

  練・指導内容を目指します。 

（２）「人口減少など社会経済情勢」の視点 

   少子高齢化など本県の人口の推移と今後の見通し、中学生、高校生の進路状況や技術専門校へ

の認識等を踏まえた訓練科の定員を目指します。 

（３）「効果的・効率的な職業能力開発の推進」の視点 

   地域に開かれた職業能力開発総合センターとしての役割・機能を、効果的・効率的に発揮でき

る訓練体制を目指します。 
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Ⅱ 技術専門校

 県内３か

 

３校体制

訓練体制整備

基本的な

施設整備年度

 

○技術専門校

昭和

    

 鷹巣、

 横手 

 

 

○技術専門校

○中卒訓練

    ９

○高卒訓練

     ５

○離転職者訓練

     ３

 

技術専門校

３か所に設置

校体制 

訓練体制整備の

な考え方 

整備年度 

技術専門校の再編整備

昭和６２～平成

  ４校 

、秋田、大曲

 

技術専門校の訓練科

昭和６２年度

中卒訓練 

９科    １８５

高卒訓練 

５科    １１０

離転職者訓練 

３科     ７５

技術専門校の訓練体制

設置している技術専門校

 平成５年度

策定時に「県立技術専門校訓練体制

が著しい中卒者

に、技術革新

高校卒業者を

しました。その

ことにより、

くの資格取得

また、施設

ペース、あるいは

ティーを付加

なりました。

校率等を検討

曲校としました

平成 13 年度

平成 17 年度

平成 20 年度

      

再編整備 

平成１６年度 

大曲 

訓練科・定員数

年度 

１８５人 

１１０人 

 

７５人 

訓練体制について

技術専門校の

年度から７年度

県立技術専門校訓練体制

中卒者を対象

技術革新や情報化等

を対象とした

その対応として

、関連分野の

資格取得を目指すこととしました

施設については

あるいは障害者

付加することが

。建て替えに

検討し、県南の

ました。 

年度 秋田技術専門校新築移転

年度 大曲技術専門校統合開校

年度 鷹巣技術専門校全面改築

      （高卒課程

 

 

 

 

 

定員数の推移（各校合計

 

 

 

 

について 

の訓練体制の

年度にかけて行

県立技術専門校訓練体制

対象とする訓練課程

情報化等に対応できる

とした訓練課程を

として、新規学卒者

の技能を兼ね

すこととしました

については新規学卒者

障害者に配慮した

することが不可欠となり

えに当たっては

の大曲校と横手校

秋田技術専門校新築移転

大曲技術専門校統合開校

鷹巣技術専門校全面改築

課程、中卒課程

 

 

各校合計） 

○中卒訓練

     １

○高卒訓練

     ９

○離転職者訓練

     １

の基本的な考え

行われた第６

県立技術専門校訓練体制の整備計画

訓練課程の縮小

できる実践的な

を拡充させた

新規学卒者に対する

ね備えた高度技能者

すこととしました。 

新規学卒者の２年課程移行

した施設とするためのスペースやユーティリ

となり、各施設

たっては、各校の重複

横手校については

秋田技術専門校新築移転（高卒課程

大曲技術専門校統合開校（高卒課程

鷹巣技術専門校全面改築 

中卒課程、離転職訓練

平成１７年度以降

３校

鷹巣、秋田

平成２０年度以降

中卒訓練 

１科   ２０

高卒訓練 

９科   １８０

離転職者訓練 

１科     ４０

え方は、次のとおりです

６次秋田県職業能力開発計画

整備計画」が作成され

縮小と定員の見直

な技能・技術者

させた訓練体制の

する訓練は全

高度技能者の養成

年課程移行に伴う

とするためのスペースやユーティリ

各施設の全面的な

重複・類似科目

については平成１７

高卒課程４科設置

高卒課程４科設置

訓練各１科設置

年度以降 

校 

秋田、大曲 

年度以降 

２０人 

１８０人 

 

４０人 

のとおりです

次秋田県職業能力開発計画

され、入校生

見直しを行うととも

技術者を養成するため

の整備を行うことと

全て 2 年課程

養成を図り、

う教室や設備設置

とするためのスペースやユーティリ

な建て替えが

類似科目の整理統合

１７年度に統合

科設置） 

科設置） 

科設置） 

のとおりです。 

次秋田県職業能力開発計画の

入校生の減少

うととも

するため、

うことと

年課程とする

、より多

設備設置ス

とするためのスペースやユーティリ

えが必要と

整理統合、入

統合し大
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Ⅲ 各訓練科の方向性 

 技術専門校の各訓練科の現状と課題を３つの基本的視点で分析した結果、今後の方向性を次の

とおりとし、それぞれの方向性の実現に向けた具体的な方法等を確認・検討し、可能なものから

具体化を進めていきます。 

 また、新規学卒者以外の若年層の多様な進路に対して、より魅力あるカリキュラム等の検討も

進めていきます。 

 

 

１ 鷹巣技術専門校自動車整備科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

（２） 見直しの方向性 

 自動車整備業界から、自動車の電子制御化等の新技術に対応できる整備要員の養成を求められ

ています。応募状況は、定員を超える応募があり、就職率も 100％となっています。国土交通大

臣指定の一種自動車整備士養成施設は県内に鷹巣校、秋田校の 2 校しかないことから、今後の推

移を見ながら定員等を検討していきます。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・二級ガソリン自動車整備士、二級ジーゼル自動車整備士 

・損害保険募集人資格 

・ガス溶接技能講習 

・低圧電気取扱特別教育修了証 

現状と関連業界の意見 ・少子化や若者のクルマ離れ等により、自動車整備士を目指す学

生が減る一方、ディーラーの整備部門からは拡充を求められてお

り、団塊の世代の整備要員の引退、新技術対応等により整備要員

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 27 18 100 23 20 100 26 20 100 22 19 100 20 20 －

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
期間 定員

平成２４年度 平成２５年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

２級自動車整備士（ガソリンエンジン） 17 17 100.0% 18 14 77.8% 19 17 89.5%

        〃      （ジーゼルエンジン） 17 16 94.1% 18 17 94.4% 19 18 94.7%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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の新規採用枠が拡大しています。 

・自動車の電子制御化及び次世代自動車（ハイブリッド、ＥＶ等）

への対応が必要となっています。 

・機械的な故障より電気的な故障が増えつつあり、「スキャンツー

ル（故障診断機器）」を必要とする高度な診断技術を求められる

ようになってきています。 

・整備関係書籍等の電子化により、パソコン等の情報機器操作能

力も必要となっております。 

課題 ○定員 

・県内で、一種養成施設の指定を受けている自動車整備科は鷹巣

校、秋田校の２校のみであり、各ディーラーからの採用要望に十

分に対応できていません。 

○訓練内容 

・電気自動車やハイブリッド等の最新技術は、各メーカー独自の

技術が多く、スタンダードとなっておらず、教材作成の面で難し

い部分があります。 

・電気、電子分野の訓練の充実が必要です。 

カリキュラム方針 ・二級ガソリン、ジーゼル自動車整備士の資格取得を第１目標と

して訓練の充実を図ります。 

・ハイブリッド自動車等については、低圧電気取扱特別教育及び

現行のカリキュラムで対応していきます。 
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２ 鷹巣技術専門校建築工芸科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

※応募者数及び入校者数は、（）内が中学校卒業者 

 

（２） 見直しの方向性 

 本科においては、中学校卒業者の入校が激減しており、また、中学校卒業者の高校進学などの

進路状況から、今後も応募者増は見込めない状態にあるため、普通課程高卒以上への移行を検討

します。 

 

課程と対象者 普通課程中卒以上 

訓練期間 ２年間 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 技能士補 

現状と関連業界の意見 ・中卒者の減少と高校への進学率の上昇により、入校対象となる

生徒数が年々減少しています。 

・住宅のリフォーム工事等における大工技能、造作技術には、木

の特性や様々な性質の理解が不可欠で、精度の高い施工ができる

高度な技能を有する職人の養成が必要です。 

・プレカットが主流となってきていますが、大工技術の基礎とな

る手刻み加工・墨付けの技術は不可欠です。 

・各住宅に適した空調設備等の住宅設備の知識も得ておく必要が

あります。 

課題 ○定員 

・大幅な定員割れが続いています。 

○訓練内容 

・中卒者は、能力、意欲の面で訓練成果上課題があり、資格取得

に繋がらない場合があります。 

・資格取得には年齢上受験できないものがあります。 

・木工機械・電動工具等のメンテナンスに関する訓練を拡充する

必要があります。 

カリキュラム方針 ・基本となる手刻み加工の技術習得を中心とする訓練を継続し、

業界のニーズに合わせ内容を充実させていきます。 

・技能検定２級（建築大工）の資格取得を目指します。 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20
16

(12)

6

(5)
50.0

14

(11)

8

(5)
100

8

(6)

3

(1)
100

4

(3)

2

(1)
100

3

(0)

3

(0)
－

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
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（参考資料） 

 

 

平成２８年３月以降の中学校卒業者数の予測

平成28年3月 平成31年3月 平成34年3月 平成37年3月 平成40年3月

中学校卒業者数（人） 8,692 8,026 7,674 6,890 6,421

平成28年3月比（人・％） - △666(△7.7) △1,018(△11.7) △1,802(△20.7) △2,271(△26.1)

8,692
8,026

7,674

6,890
6,421

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成28年3月 平成31年3月 平成34年3月 平成37年3月 平成40年3月

中学校卒業者数の減少（人）人

秋田県教育委員会資料 
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３ 鷹巣技術専門校建設機械運転科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

（２） 見直しの方向性 

建設業における建設運転のオペレーターを養成する訓練科で、離転職者を対象としています。

建設業界からは、重機オペレーターの他に、鉄筋、型枠、防水施工技能士の不足を指摘されてい

ます。産業界のニーズ及び入校者数、就職率の推移を見ながら、訓練科目の見直しを検討してい

きます。 

 

課程と対象者 短期課程離転職者等 

訓練期間 ６か月 

定員 ２０名×６か月 

資格取得目標 ・移動式クレーン運転士免許 

・大型特殊自動車運転免許 

・車両系建設機械（整地・運搬・積込み及び掘削用）運転技能講

習修了証 

・車両系建設機械（解体用）運転技能講習修了証 

・不整地運搬車運転技能講習修了証 

・玉掛け技能講習修了証 

・フォークリフト運転技能講習修了証 

現状と関連業界の意見 ・建設業界では技術者はある程度確保されていますが、技能士（技

能工）が非常に不足している状況です。重機等のオペレーターも

不足しています。 

・現行の資格取得を継続し、さらなる技術向上を目標とする訓練

が望まれます。 

課題 ○訓練内容 

・資格取得に要する時間が大半であり、技能向上のための訓練時

間が不足しています。 

・「ハイブリッド建設機械に関する技術」「情報化施工に関する技

術」「リサイクル機械に関する技能」等は、県内ではまだ十分に

普及していない状況です。 

カリキュラム方針 建設機械運転の技能向上の訓練時間を増やします。測量及び溶接

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

前期

6か月
20 18 16 75.0 16 14 76.9 11 8 66.7 12 12 91.7 13 13 －

後期

6か月
20 20 19 88.9 20 19 94.4 10 10 90.0 9 9 66.7 －

平成２８年度
期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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の技能習得については、訓練時間を減らしますが、基本技能の習

得は継続して実施していきます。 
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４ 秋田技術専門校自動車整備科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

自動車整備業界から、自動車の電子制御化等の新技術に対応できる整備要員の養成を求められ

ています。応募状況は、約 1.5 倍の応募倍率があり、関連職種への就職率も 100％となっていま

す。秋田技術専門校は平成 13 年度に現在地に新築移転していますが、移転当時の本科の定員は

30 名となっており、平成 20 年度の鷹巣技術専門校への自動車整備科配置に合わせ、定員を 20 名

に削減しました。業界及び高等学校の進路指導担当者からは定員増の要望が出ており、今後の推

移を見ながら定員等を検討していきます。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・二級ガソリン自動車整備士、二級ジーゼル自動車整備士 

・損害保険募集人資格 

・ガス溶接技能講習 

・低圧電気取扱特別教育修了証 

現状と関連業界の意見 ・少子化や若者のクルマ離れ等により、自動車整備士を目指す学

生が減る一方、ディーラーの整備部門は拡充を求められており、

団塊の世代の整備要員の引退、新技術対応等により整備要員の新

規採用枠が拡大しています。 

・自動車の電子制御化及び次世代自動車（ハイブリッド、ＥＶ等）

への対応が必要となっています。 

・機械的な故障より電気的な故障が増えつつあり、「スキャンツー

ル（故障診断機器）」を必要とする高度な診断技術を求められる

ようになってきています。 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 36 20 100 45 20 100 30 20 100 32 19 100 40 20 －

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
期間 定員

平成２４年度 平成２５年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

２級自動車整備士（ガソリンエンジン） 17 16 94.1% 20 18 90.0% 19 17 89.5%

        〃      （ジーゼルエンジン） 17 15 88.2% 20 20 100.0% 19 19 100.0%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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・整備関係書籍等の電子化により、パソコン等の情報機器操作能

力も必要となっております。 

課題 ○定員 

・県内で、一種養成施設の指定を受けている自動車整備科は鷹巣

校、秋田校の２校のみであり、各ディーラーからの採用要望に十

分に対応できていません。 

○訓練内容 

・電気自動車やハイブリッド等の最新技術は、各メーカー独自の

技術が多く、スタンダードなっておらず、教材作成の面で難しい

部分があります。 

・電気、電子分野の訓練の充実が必要です。 

カリキュラム方針 ・二級ガソリン、ジーゼル自動車整備士の資格取得を第１目標と

して訓練の充実を図ります。 

・ハイブリッド自動車等については、低圧電気取扱特別教育及び

現行のカリキュラムで対応していきます。 
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５ 秋田技術専門校オフィスビジネス科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

（２） 見直しの方向性 

例年、定員を超える応募があり、就職率も 100％となっています。事務系職種として、様々な

ビジネスシーンに対応できる人材の育成を行っております。企業ニーズに対応して、技術革新等

に合わせて、随時、訓練カリキュラムや資格取得等の見直しを行っていきます。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・日商簿記検定２・３級 

・日商ＰＣ検定（文書作成）２・３級 

・日商ＰＣ検定（データ活用）３級 

・実技協秘書技能検定２・３級 

・全経所得税法能力検定２級 

・全経法人税法能力検定２級 

・国土交通省認定建設業経理士検定２級 

現状と関連業界の意見 ・電話応対、接遇マナー、アプリケーションソフトの使用法、事

務一般等、幅広い対応が求められています。 

・ビジネス実務マナー検定、社会常識能力検定等の新たな資格取

得は、スキルを把握する上で有効な手段となります。 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 23 18 100 30 20 100 28 20 100 27 20 100 33 19 －

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

簿記２級（日本商工会議所） 20 13 65.0% 17 9 52.9% 17 6 35.3%

 〃 ３級（      〃      ） 20 20 100.0% 17 15 88.2% 18 17 94.4%

ＰＣ文書作成２級（日本商工会議所） 16 10 62.5% 19 2 10.5% 17 7 41.2%

     〃     ３級（      〃      ） 20 18 90.0% 17 17 100.0% 18 17 94.4%

ＰＣデータ活用３級（日本商工会議所） 16 16 100.0% 19 19 100.0% 17 17 100.0%

販売士２級（日本商工会議所） 16 8 50.0% 18 11 61.1% 17 10 58.8%

  〃  ３級（      〃      ） 16 15 93.8% 19 17 89.5% 16 12 75.0%

秘書２級（実務技能検定協会） 20 10 50.0% 17 14 82.4% 17 11 64.7%

建設業経理士２級（建設業振興基金） 20 12 60.0% 17 13 76.5% 18 11 61.1%

所得税法２級（全国経理教育協会） 16 16 100.0% 19 19 100.0% 17 17 100.0%

法人税法２級（全国経理教育協会） 15 11 73.3% 19 16 84.2% 17 11 64.7%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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課題 ○訓練内容 

・事務、総務系の業種は、幅広い知識、多くの資格が必要となり

ます。 

・各種多数の資格取得に向けて、カリキュラムを構成しており、

新たな資格取得等に対応するには、試験日等、現在取り組んでい

る資格試験との調整が難しい状況にあります。 

カリキュラム方針 ・社会人としての一般常識及びビジネスマナーを身に付けること

は必要であり、現行のカリキュラムに社会人常識能力検定等の内

容を付加して訓練内容を充実させ実施していきます。 

・多数ある資格の中から、重要度、資格内容の重複等を検討し、

必要なものを選定し実施していきます。 
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６ 秋田技術専門校メカトロニクス科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

例年、定員以上の応募があり、就職率も 100％となっています。メカトロニクス技術は、非常

に範囲の広い分野ですが、技能検定等の国家検定を積極的に活用することにより、習得した知識、

到達レベルを明確化し、訓練成果の向上を図っていきます。 

新たな展開が見込まれる輸送機関連産業や、太陽光発電、風力発電設備の設置やメンテナンス

ができる人材の育成等、新たな産業ニーズに対応するため、カリキュラムの見直しを行っていき

ます。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・技能検定２級（機械加工「普通旋盤作業」、機械保全「電気系保

全作業」） 

・第二種、第一種電気工事士 

・ガス溶接技能講習 

・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育 

現状と関連業界の意見 ・県内のメカトロニクス技術者を必要とする企業としては、自動

化技術のメンテナンス及び改造を業務とする企業が多くなって

います。 

・メカトロニクス技術は非常に範囲が広く、機械設計、電装設計

及び制御技術等全ての知識が求められます。ものづくりを進める

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 24 17 100 25 20 100 29 20 100 20 16 100 15 12 －

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

２級技能検定（機械加工－普通旋盤） 3 2 66.7% 6 2 33.3% 8 0 0.0%

２級技能検定（機械保全－電気系保全） 15 12 80.0% 17 8 47.1% 17 12 70.6%

３級技能検定（機械保全－電気系保全） 20 20 100.0% 19 17 89.5% 16 13 81.3%

工事担任者（ＤＤ第三種） － － － 1 1 100.0% － － －

第１種電気工事士 18 12 66.7% 23 10 43.5% 19 10 52.6%

第２種電気工事士 21 16 76.2% 24 21 87.5% 17 13 76.5%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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上で、他分野のエンジニアとの連携が必要となり、コミュニケー

ション力が重要になります。 

課題 ○訓練内容 

・ものづくりの基本技能習得のため技能検定２級取得を目標とし、

スキルアップさせていく必要があります。 

・企業の要望の多い分野について、訓練時間の拡充を検討する必

要があります。 

カリキュラム方針 ・ものづくりの基本技能習得のため技能検定２級取得を目標とし、

スキルアップを図っていきます。 

・企業の要望の多い分野について、訓練時間を拡充させていきま

す。 

・テーマ（ロボット製作等）を与え、各自の担当分野を決め、お

互いに連携しながらものづくりを行う実習を設けます。 

 

40



７ 秋田技術専門校情報システム科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

例年、定員を超える応募があり、就職率も 100％となっています。成長分野と見込まれる ICT

分野の技術革新に対応できる人材育成を継続していきます。訓練生自身が企業ニーズを自覚し、

自らの知識及び技能を伸ばしていくことが必要で、訓練生のプレゼンテーション能力を高めるた

め、校外において訓練の成果を発表できる体制を構築していきます。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・情報処理技術者試験（基本情報技術者試験他） 

・マイクロソフトオフィススぺシャリスト（Excel）       

現状と関連業界の意見 ・同僚や顧客とのコミュニケーションを図り、相手との相互理解

を確認できるスキルが必要となります。 

・セルフマネジメントのカリキュラムへの導入が望まれます。 

課題 ○訓練内容 

・情報系で求められる能力は多岐に及んでいます。日々変化して

いく分野であり、新しいものに挑戦し自分で技術を吸収していく

姿勢が求められています。 

カリキュラム方針 ・業態が多種多様化する中で、より広い範囲の知識が必要となっ

ています。資格取得目標である情報処理技術者試験の合格を目指

し、業界のニーズに合わせ内容を充実させていきます。 

・協調性、コミュニケーション能力等の向上に繋がるカリキュラ

ム内容にします。 

 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 31 19 100 34 20 100 41 20 100 26 20 100 22 19 －

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
期間 定員

平成２４年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

情報処理技術者試験

（情報セキュリティスペシャリスト）
－ － － 1 0 0.0% － － －

　　 〃　　　　（応用情報技術者） 7 0 0.0% 9 1 11.1% 6 3 50.0%

　　 〃　　　　（基本情報技術者） 32 9 28.1% 31 8 25.8% 34 8 23.5%

　　 〃　　　　（ＩＴパスポート） 10 5 50.0% 14 7 50.0% 4 3 75.0%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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８ 大曲技術専門校機械システム科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

ものづくりの基幹産業を担う人材育成を主目的とした訓練を継続し、精密加工技術や CAD／

CAM によるデジタルエンジニアリング分野への対応等を進めます。また、新たな展開が見込まれ

る輸送機関連産業へ対応するため、カリキュラムの見直しを行っていきます。 

近年の県内外の有効求人倍率の改善、大学進学率の向上等により、大曲技術専門校の各科への

入校者数が減少しており、また、少子化により高等学校卒業者の減少が予測されます。今後、一

層のＰＲにより、入校者増を図ります。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・技能検定２級（機械加工・機械保全「機械系保全作業」） 

・技能検定３級（機械検査） 

・JIS 溶接技術検定 

・ガス溶接技能講習 

・産業用ロボット等の業務に係る特別教育（教示・検査） 

・床上操作式クレーンの運転業務に係る特別教育 

・アーク溶接等の業務に係る特別教育 

・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 23 13 88.9 14 10 100 11 10 100 10 9 100 6 6 －

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
期間 定員

平成２４年度 平成２５年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

２級技能検定（普通旋盤作業） 3 3 100.0% 10 3 30.0% 4 3 75.0%

３級技能検定（フライス盤作業） － － － － － － 3 3 100.0%

２級技能検定（機械系保全作業） 4 3 75.0% 7 7 100.0% 10 8 80.0%

３級技能検定（機械系保全作業） 11 11 100.0% 10 10 100.0% 10 10 100.0%

３級技能検定（機械検査作業） 12 11 91.7% 10 10 100.0% 7 7 100.0%

ＪＩＳ溶接技能者評価試験（手溶接） － － － 3 2 66.7% 2 1 50.0%

ＪＩＳ溶接技能者評価試験（半自動） 6 4 66.7% 2 2 100.0% 1 1 100.0%

ＪＩＳ溶接技能者評価試験（ステンレス） 7 7 100.0% 2 2 100.0% 4 3 75.0%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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現状と関連業界の意見 ・ものづくり企業において国際競争力の維持・向上が必要なこと

から、複雑な生産に対応できる基礎力を身に付けた人材の育成が

望まれています。 

・学歴や資格の有無よりも、人物・人柄、熱意・意欲、健康・体

力や円滑な人間関係を築く力、コミュニケ－ション力等を重視す

る企業も多くあります。 

・基礎的な安全教育の徹底が必要です。 

課題 ○訓練内容 

・入校者数が年々減少しているため、企業・業界のニーズに合っ

た魅力ある訓練内容が求められています。 

・機械設計に関する訓練が含まれていません。 

カリキュラム方針 ・ものづくりの基本技能習得のため、技能検定等の資格取得を継

続し、スキルアップを図っていきます。 

・機械設計の訓練時間を設け、ＣＡＤを使用した機械要素設計、

機構設計を取り入れて行きます。 

・共同作業を訓練の中に取り入れ、他人との関わりを深める機会

を設けます。 
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９ 大曲技術専門校電気システム科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

電気工事業界では、少子高齢化により人手不足となっています。現在取得させている資格に加

え、ニーズの高い高度な資格取得について対応を検討していきます。 

また、成長が見込まれる太陽光パネル、風力発電設備の設置やメンテナンス分野に対応するた

め、逐次、カリキュラムの見直しを行います。 

近年の県内外の有効求人倍率の改善、大学進学率の向上等により、大曲技術専門校の各科への

入校者数が減少しており、また、少子化により高等学校卒業者の減少が予測されます。今後、一

層のＰＲにより、入校者増を図ります。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・第一種、第二種電気工事士 

・消防設備士（甲種４類、乙種７類） 

・工事担任者（DD 第三種・第一種） 

・高所作業車の運転業務に係る特別教育 

・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育 

現状と関連業界の意見 ・電気工事業界では後継者難による廃業、少子高齢化による人手

不足の問題が生じています。 

・施工管理及び保守点検に関する知識が必要となります。 

課題 ○訓練内容 

・電気工事士の資格は、修了時にはほぼ全ての訓練生が取得して

いますが、１年時の合格率の向上を図り、より質の高い電気工事

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 14 10 100 16 12 100 12 11 100 10 9 100 4 4 －

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

第二種電気工事士 11 9 81.8% 12 11 91.7% 9 9 100.0%

第一種電気工事士 17 11 64.7% 14 8 57.1% 12 8 66.7%

工事担任者（ＤＤ３種） 9 7 77.8% 10 9 90.0% 10 9 90.0%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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士を育成する必要があります。 

・入校生数は年々減少しているため、企業・業界のニーズに合っ

た魅力ある訓練内容が必要となります。 

・２級電気工事施工管理技術検定は、受検資格として実務経験が

必要ですが、国土交通省から認可を受けることで筆記試験のみの

受験が可能となるため、認可の準備を進めます。 

・新エネルギー及び省エネルギーに関する知識・技術に関する訓

練内容や時間数の追加が必要となります。 

・低圧電気取扱特別教育がカリキュラムに含まれていません。 

カリキュラム方針 ・質の高い電気工事士を育成するため、現行のカリキュラムの中

で、現場の要求に即応できる内容に充実していきます。 

・企業ニーズの高い電気工事施工管理技術検定受検への取組を図

ります。 

・太陽光発電や LED 関連などの成長分野に対応するため、逐次、

現行カリキュラムの充実を図ります。 
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１０ 大曲技術専門校建築施工科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

 建築施工科は、県内主要産業の一つである製材業と関連して、在来木造建築技能者を育成する

ことを目的として設置されています。地震対策や自然エネルギー利用関連技術を組み入れ、県内

建築技術の担い手としての人材育成を継続していきます。 

近年の県内外の有効求人倍率の改善、大学進学率の向上等により、大曲技術専門校の各科への

入校者数が減少しており、また、少子化により高等学校卒業者の減少も予測されます。今後、一

層のＰＲにより、入校者増を図ります。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・二級建築士 

・技能検定２級（建築大工） 

・小型車両系建設機械の運転に係る特別教育 

・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育 

・高所作業車の運転業務に係る特別教育 

現状と関連業界の意見 ・住宅のリフォーム工事等における大工技能、造作技術には、木

の特性や様々な性質の理解が不可欠であり、精度の高い施工がで

きる職人の育成が必要となっています。 

・プレカットが主流となってきていますが、大工技術の基礎とな

る手刻み加工・墨付けの技術は必要です。 

・各住宅に適した空調設備等の住宅設備の知識も得ておく必要が

あります。 

課題 ○訓練内容 

・現状に合わせた住宅設備関連のカリキュラム及び訓練内容が必

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 14 10 100 10 9 100 14 14 100 13 11 100 11 9 －

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

建設業務経理事務士（３級） 9 7 77.8% － － － － － －

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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要です。 

・高気密高断熱の施工法は、多種多様であり、中には特許が付属

するものもあります。 

カリキュラム方針 ・建築大工２級技能検定の受検を継続していきます。 

・現行のカリキュラムを充実させ、基本を身に付けた技能者の育

成を強化します。 

・住宅設備の実情、今後の動向に基づいた、学科・実技への対応

を図ります。 
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１１ 大曲技術専門校色彩デザイン科 

（１） 現状 

 

① 入校・就職状況の推移（過去５年）※就職率は、当該年度の修了生の就職率 

 

 

② 資格取得状況（過去３年間） 

 

 

（２） 見直しの方向性 

 色彩デザイン科は、木工作業、塗装（建築、金属、自動車板金）、グラフィックデザイン等多岐

にわたる人材育成を行っています。今後、方向性を絞った教科編成を行い、産業人材ニーズに対

応したカリキュラム編成を行います。 

近年の県内外の有効求人倍率の改善、大学進学率の向上等により、大曲技術専門校の各科への

入校者数が減少しており、また、少子化により高等学校卒業者の減少が予測されます。今後、一

層のＰＲにより、入校者増を図ります。 

 

課程と対象者 普通課程高卒以上 

訓練期間 ２年 

定員 ２０名×２年 

資格取得目標 ・カラーコーディネーター検定３級 

・危険物取扱者乙種４類 

・ガス溶接技能講習 

・アーク溶接等の業務に係る特別教育 

・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育 

現状と関連業界の意見 ・下地処理、スプレー塗装の技能が必要です。 

・新たに必要となる技能・技術として、特殊塗装仕上げ、色彩コ

ーディネート技能等があります。 

・PC 処理、色彩コーディネーターの技能が必要です。 

課題 ○訓練内容 

・木工作業、塗装（建築、金属、自動車板金）、グラフィックデザ

インなど多種多様となっていることから、専門性を高め、訓練の

充実が必要です。 

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

応募

者数

入校

者数

就職率

（％）

２年 20 15 9 83.3 11 9 100 8 8 100 14 14 100 4 4 －

期間 定員

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

受験者 合格者
合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）
受験者 合格者

合格率

（％）

カラーコーディネーター検定試験（３級） － － － 15 3 20.0% 14 8 57.1%

危険物取扱者試験（乙種第四類） 10 3 30.0% 10 3 30.0% 16 5 31.3%

資　格　名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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・訓練内容を絞った職種のカリキュラムが不足しています。 

・技能検定等を受検できていない現状です。 

カリキュラム方針 ・各企業及び現場においては、必要な知識・技術が若干異なりま

すが、基礎となる部分について訓練内容の充実を図り、現行カリ

キュラムで対応します。 

・企業等のニーズから、ある程度職種を絞った訓練教科の検討を

行います。 

・現行カリキュラムで各種資格取得対策の充実を図ります。 
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職業能力開発に関するアンケート調査集計表

【職業能力開発に関する意識調査】

○事業所に対するアンケート調査（平成２７年５月２８日実施）・・・・・・・・・・・・・・・ １

○求職者に対するアンケート調査（平成２７年６月 １日実施）・・・・・・・・・・・・・・・１２

○高校生に対するアンケート調査（平成２７年５月２９日実施）・・・・・・・・・・・・・・・１９

【秋田県立技術専門校についてのアンケート調査】

○高等学校進路指導者に対するアンケート調査（平成２７年６月１５日実施）・・・・・・・・・２３

○中学校進路指導者に対するアンケート調査 （平成２７年６月１５日実施）・・・・・・・・・２６

【秋田県立技術専門校の訓練科についてのアンケート調査】・・・・・・・・・・・・・・・・・２９

○鷹巣技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）・・３１

○秋田技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）・・４３

○大曲技術専門校に関するアンケート（採用担当者・修了生）（平成２６年７月１１日実施）・・５９



事業所に対するアンケート調査

１ 目的

事業所における職業能力開発訓練の実施状況及び技能労働者等の需給状況を把握し、

第１０次秋田県職業能力開発計画を策定するために必要な基礎資料を得ることを目的と

する。

２ 調査対象

全産業から日本標準産業分類（平成25年10月改定）による農業、林業、漁業、鉱業、

公務、分類不能の産業を除いた１５大産業（建設業、製造業、電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運輸業・郵便業、卸売業・小売業、金融業・保険業、不動産業・物

品賃借業、学術研究・専門・技術サービス業、宿泊業・飲食サービス業、生活関連サー

ビス業・娯楽業、教育・学習支援業、医療・福祉、複合サービス業、サービス業（他に

分類されないもの））に属する30人以上の常用労働者を雇用する事業所に応じて抽出し

た６３０事業所

３ 実施期間

平成２７年５月２８日（木）から平成２７年６月１９日（金）まで

４ 調査方法

各事業所にアンケートを郵送し、調査する。

５ 調査事項

(1)職業能力開発訓練（OJT、Off-JT）について

○ 事業所の所在地市町村、産業分類（大分類）、常用従業員数（事業所規模）

○ 過去１年間（平成26年4月～平成27年3月）の職業訓練実施状況

○ 職業訓練の実施方法、目的、実施機関とその費用

○ 能力開発推進者の設置、キャリア形成助成金の活用

○ 従業員の職業訓練で抱えている課題

○ 公共職業能力開発施設と在職者に対する職業訓練に関する理解度

○ 今後の従業員に対する職業訓練

(2)技能労働者の需給状況について

○ 従業員の需給状況（現在の従業員数、過不足）

○ 技術・技能者の過不足とそれに対する対応方法

○ 従業員の採用で重視する点

○ 障害者の雇用状況

○ ジョブ･カード制度の普及と活用状況

○ 技能検定の普及状況と活用状況（合格者に対する処遇改善）

○ 技能継承の問題とその取り組み

○ 公共職業能力開発施設と学卒者に対する職業訓練に関する理解度

○ 県立技術専門校修了者の採用の時の待遇

○ 今後成長が見込まれる分野の中で、事業展開上、興味を持つ分野

６ 調査の回収率

５９．６％（調査数６３０件中、有効回答数３７６件）

1



○  産業分類別回答事業所数

（単位：社）

(1) 建設業

(2) 製造業

(3) 電気･ガス･熱供給･水道業

(4) 情報通信業

(5) 運輸業

(6) 卸売･小売業

(7) 金融･保険業

(8) 不動産業

(9) 飲食店･宿泊業

(10) 医療・福祉

(11) 教育・学習支援

(12) サービス業

(13) その他

(14)無回答

　計

○  産業分類別（製造業の細分類）回答事業所数

（単位：社）

(1) 食料品･飲食･たばこ･飼料製造業

(2) 繊維･衣服･その他の繊維製造業

(3) 印刷･同関連業

(4) 化学工業･石油･石炭製品等製造業

(5) プラスチック製品製造業

(6) 鉄鋼業･非鉄金属･金属製品製造業

(7) 一般機械器具製造業

(8) 電気･情報通信機械器具製造業

(9) 電子部品･デバイス製造業

(10) 輸送用機械器具製造業

(11) 精密機械器具製造業

(12) その他

(13)無回答

　計

○  全従業員のうち非正規労働者の割合

（単位：社）

(1) ０～１％未満

(2) １～５％未満

(3) ５～１０％未満

(4) １０～２０％未満

(5) ２０～３０％未満

(6) ３０～４０％未満

(7) ４０～５０％未満

(8) ５０～６０％未満

(9) ６０～７０％未満

(10) ７０～８０％未満

(11) ８０％以上

(12)無回答

　計

87

376

23.1%

100.0%

35.1%132

29.0%109

15 11.4%

10 2.7%

7 1.9%

22 5.9%

17 4.5%

7 1.9%

39 10.4%

27 7.2%

15 4.0%

43 11.4%

43 11.4%

59 15.7%

132 100.0%

回答数 構成比

9 6.8%

18 13.6%

0 0.0%

16 12.1%

4 3.0%

2 1.5%

19 14.4%

12 9.1%

3 2.3%

1 0.8%

376 100.0%

回答数 構成比

10 7.6%

0 0.0%

9 2.4%

33 8.8%

3 0.8%

23 17.4%

0.3%

13 3.5%

17 4.5%

20 5.3%

2 0.5%

事業所に対するアンケート調査

回答数 構成比

30 8.0%

5 1.3%

2 0.5%

1
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23

3

1

2

19
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10

16

4

9

18

0
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87

43

43

59

39

27

15
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17

7
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7
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○　全従業員のうち女性の占める割合

（単位：社）

(1) ０～５％未満

(2) ５～１０％未満

(3) １０～２０％未満

(4) ２０～３０％未満

(5) ３０～４０％未満

(6) ４０～５０％未満

(7) ５０～６０％未満

(8) ６０～７０％未満

(9) ７０～８０％未満

(10) ８０％以上

(11)無回答

　計

○  従業員に対する能力開発訓練の実施状況

（単位：社）

(1) 実施した

(2) 実施していない

(3) 無回答

　計

○  能力開発訓練の実施内容（複数回答）

（単位：社）

(1) 現業務のレベルアップ

(2) 基礎的な知識・技能の付与

(3) 職種の拡大・転換(多能工)

(4) ＩＴ等技術革新への対応

(5) 資格取得・資格維持

(6) 管理・監督能力の向上

(7) 研究開発・企画設計

(8) その他

(9) 無回答

　計

○  Off-JTの実施方法（複数回答）

（単位：社）

(1) 公共の教育訓練施設

(2) 民間の教育訓練施設

(3) 公的機関が主催するセミナー

(4) 研修所（自社）で行うセミナー

(5) 商工団体が主催するセミナー

(6) 大学等への派遣

(7) 試験研究機関への派遣

(8) 関係機関への派遣

(9) その他

(10)無回答

　計

7 1.9%

34 9.0%

50 13.3%

23 6.1%

14 3.7%

28 7.4%

66 17.6%

17 5.1%

1 0.3%

333 100.0%

2 0.6%

10 3.0%

21 6.3%

85 25.5%

41 12.3%

41 12.3%

回答数 構成比

34 10.2%

81 24.3%

7 1.1%

0 0.0%

621 100.0%

176 28.3%

78 12.6%

4 0.6%

147 23.7%

32 5.2%

17 2.7%

376 100.0%

回答数 構成比

160 25.8%

277 73.7%

99 26.3%

0 0.0%

376 100.0%

回答数 構成比

19 5.1%

21 5.6%

34 9.0%

80 21.3%

回答数 構成比 0 20 40 60 80

28

66

80

50
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14
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実施した
73.7%
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ない
26.3%

無回答
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○  能力開発訓練の実施方法（複数回答）

（単位：社）

(1) 正社員に対してOJTを実施した。

(2) 正社員に対してOff-JTを実施した。

(3) 正社員以外にOJTを実施した。

(4) 正社員以外にOff-JTを実施した。

(5) どちらも実施しなかった。

(6) 無回答

　計

○  Off-JT実施のため利用した公共の教育訓練施設（複数回答）

（単位：社）

(1) 県立技術専門校

(2) ポリテクセンター秋田（潟上市）

(3) その他

(4) 無回答

　計

○  Off-JTに係る一人あたりの経費

（単位：社）

(1) 5，000円未満

(2) 5，000円以上10，000円未満

(3) 10，000円以上15，000円未満

(4) 15，000円以上20，000円未満

(5) 20，000円以上25，000円未満

(6) 25，000円以上

(7) 無回答

　計

○  能力開発推進者の設置状況

（単位：社）

(1) 設置している。

(2) 設置していない。

(3) 無回答

　計

○  キャリア形成助成金制度の活用状況

（単位：社）

(1) 知っており、活用したことがある。

(2) 知っているが、活用したことがない。

(3) 知らない。

(4) 無回答

　計 376 100.0%

208 55.3%

74 19.7%

2 0.5%

376 100.0%

回答数 構成比

92 24.5%

154 41.0%

217 57.7%

5 1.3%

11 5.2%

211 100.0%

回答数 構成比

20 9.5%

10 4.7%

73 34.6%

20 9.5%

36 17.1%

41 19.4%

0 0.0%

43 100.0%

回答数 構成比

11 25.6%

15 34.9%

17 39.5%

0 0.0%

438 100.0%

回答数 構成比

44 10.0%

41 9.4%

1 0.2%

回答数 構成比

146 33.3%

206 47.0%

0 100 200 300

146

206

44

41

1

0

0 5 10 15 20

11

15

17

0

0 20 40 60 80

20

36

41

20

10

73

11

県立技術

専門校
25.6%

ポリテクセ

ンター秋田

（潟上市）
34.9%

その他
39.5%

無回答
0.0%

設置して

いる
41.0%設置して

いない
57.7%

無回答
1.3%

24.5%

55.3%

19.7%

0.5%

知っており、活用した

ことがある。

知っているが、活用

したことがない。

知らない。

無回答
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○  従業員の職業訓練に関する問題（複数回答）

（単位：社）

(1) 時間に余裕がない。

(2) 教育訓練について相談できる人がいない。

(3) 費用がかかりすぎる。

(4) 教育訓練の講師・指導員がいない。

(5) 適当な研修や講習がない。

(6) 教育訓練の内容・方法がわからない。

(7) 今は教育訓練の必要がない。

(8) その他

(9) 無回答

　計

○  公共職業能力開発校で行っている在職者訓練の理解度

（単位：社）

(1) 知っていて活用したことがある。

(2) 知っているが活用したことがない。

(3) 知らない。

(4) 無回答

　計

（単位：社）

(1) 受講を希望する

(2) 受講を希望しない

(3) どちらともいえない

(4) 無回答

　計

○  公共職業能力開発校で行う在職者訓練の受講料

（単位：社）

(1) 5，000円未満

(2) 5，000円以上10，000円未満

(3) 10，000円以上15，000円未満

(4) 15，000円以上20，000円未満

(5) 20，000円以上25，000円未満

(6) 25，000円以上

(7) 無回答

　計

6 15.8%

5 13.2%

3 7.9%

回答数 構成比

8 21.1%

12 31.6%

238 63.3%

2 0.5%

376 100.0%

○  在職者訓練を有料とした場合の受講希望状況

回答数 構成比

38 10.1%

98 26.1%

103 27.4%

5 1.3%

376 100.0%

回答数 構成比

71 18.9%

197 52.4%

20 3.4%

33 5.6%

586 100.0%

99 16.9%

19 3.2%

13 2.2%

12 2.0%

111 18.9%

56 9.6%

回答数 構成比

223 38.1%

4 10.5%

0 0.0%

38 100.0%
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4
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18.9%

52.4%

27.4%

1.3%
知っていて活用し

たことがある。

知っているが活用

したことがない。

知らない。

無回答

10.1%

26.1%
63.3%

0.5% 受講を希望する

受講を希望しない

どちらともいえな

い
無回答
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（単位：社）

①
高
校
新
卒
者

②
短
大
等
新
卒
者

③
県
立
技
術
専
門
校
修
了
者

④
大
学
新
卒
者

⑤
中
途
採
用
者

①
契
約
・
嘱
託
社
員

②
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

③
派
遣
社
員

④
そ
の
他

合
　
　
計

(1) １～２人 77 39 24 46 73 47 49 12 3 370

(2) ３～５人 54 15 4 21 80 25 30 10 3 242

(3) ６～９人 30 3 3 8 49 14 17 5 0 129

(4) １０～１９人 14 4 0 4 48 14 16 9 3 112

(5) ２０～２９人 3 2 1 4 13 7 10 3 1 44

(6) ３０人以上 3 1 0 4 18 11 18 4 1 60

(7) 無回答 4 1 0 0 4 1 1 2 2 15

　合　　計 185 65 32 87 285 119 141 45 13

○  職種別の従業員の過不足

（単位：社）

過剰 適正 不足
在籍
なし

無回
答

合計

① 管理職 13 263 58 5 37 376

② 専門職（医療・保健・福祉） 0 20 30 276 50 376

③ 専門職（医療・保健・福祉以外） 0 34 15 272 55 376

④ 技術職（機械、電気・電子機器関連） 1 54 45 222 54 376

⑤ 技術職（ＩＴ関連） 0 48 22 251 55 376

⑥ 技術職（建築・建設関連） 1 50 71 211 43 376

⑦ 技術職（上記以外の技術職） 2 70 57 196 51 376

⑧ 事務職 17 255 47 17 40 376

⑨ 営業・販売職 7 150 70 103 46 376

⑩ サービス業（飲食・接客） 0 15 13 290 58 376

⑪ サービス業（飲食・接客以外） 0 17 8 292 59 376

⑫ 運輸・通信に関する職 0 30 13 280 53 376

⑬ 生産工程・労務作業に関する職 8 90 70 157 51 376

⑭ その他 0 41 4 237 94 376

　合　　計 49 1,137 523 2,809 746

○  過去3年間（平成24年4月～27年3月）に採用した従業員数

正規社員数 非正規社員数
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157

237

37

50

55

54

55

43

51

40

46

58

59

53

51

94

0 100 200 300 400

過剰 適正 不足 在籍なし 無回答

49

1,137

523

2,809

746

0

1,000

2,000

3,000
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○  技能レベル別の専門職・技術職従業員の過不足

（単位：社）

過剰 適正 不足
在籍
なし

無回
答

合計

① 若年技術者・技能者 1 82 174 34 31 322

② 中堅技術者・技能者 2 127 136 25 32 322

③ 熟練技術者・技能者 8 166 73 33 42 322

　合　　計 11 375 383 92 105

○  これからどのような教育訓練を実施したいですか（複数回答）

（単位：社）

(1) 士気の向上

(2) 管理・監督者の育成

(3) 事務・営業職の能力開発

(4) 専門・技能職の能力の多様化

(5) 専門・技能職の能力の高度化

(6) 中高年齢者の能力開発

(7) 女性の能力開発

(8) 新人に対応した教育訓練

(9) ＩＴ化等の技術革新への対応

(10) 研究・開発技術者の育成

(11) 専門資格等の取得

(12) その他

(13)無回答

　計

（単位：社）

(1) 専門職（医療・保健・福祉）

(2) 専門職（医療・保健・福祉以外）

(3) 技術職（機械、電気・電子機器関連）

(4) 技術職（ＩＴ関連）

(5) 技術職（建築・建設関係）

(6) 技術職（上記以外の技術職）

(7) 無回答

　計

（単位：社）

(1) 専門職（医療・保健・福祉）

(2) 専門職（医療・保健・福祉以外）

(3) 技術職（機械、電気・電子機器関連）

(4) 技術職（ＩＴ関連）

(5) 技術職（建築・建設関係）

(6) 技術職（上記以外の技術職）

(7) 無回答

　計

43 20.5%

9 4.3%

210 100.0%

44 21.0%

23 11.0%

63 30.0%

○　専門・技術職の「能力の高度化」のための教育訓練が必要とする職種　（複数回答）

回答数 構成比

24 11.4%

4 1.9%

20 15.4%

2 1.5%

130 100.0%

34 26.2%

10 7.7%

41 31.5%

○　専門・技術職の「能力の多様化」のための教育訓練が必要とする職種　（複数回答）

回答数 構成比

18 13.8%

5 3.8%

9 0.9%

17 1.8%

960 100.0%

22 2.3%

21 2.2%

67 7.0%

28 2.9%

28 2.9%

137 14.3%

75 7.8%

110 11.5%

171 17.8%

回答数 構成比

102 10.6%

173 18.0%

0 50 100 150 200

102

173

75

110

171

28

28

137

22

21

67

9

17

0 10 20 30 40 50

18

5

34

10

41

20

2

0 20 40 60 80

24

4

44

23

63

43

9

1

2

8

82

127

166

174

136

73

34

25

33

31

32

42

0 100 200 300 400

過剰 適正 不足 在籍なし 無回答

11

375 383

92 105

0

500
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○  不足を生じた職種への対応（複数回答）

（単位：社）

(1) 従業員の採用

(2) 業務の合理化

(3) 個々の従業員の能力向上

(4) 他職種からの配置転換

(5) その他

(6) 無回答

　計

○  過剰を生じた職種への対応

（単位：社）

(1) 従業員の削減

(2) 他職種への配置転換

(3) 従業員の採用抑制

(4) その他

(5) 無回答

　計

○  過去3年間（平成24年4月～27年3月）の従業員の採用

（単位：社）

(1) 採用した

(2) 採用していない

(3) 無回答

　計

○  過去3年間（平成24年4月～27年3月）の不採用の理由（複数回答）

（単位：社）

(1) 経営上余裕がない

(2) 応募者がいなかった

(3) 当面採用計画がない

(4) 採用したい人材がいなかった

(5) その他

(6) 無回答

　計

○  新卒（若年者）の技術・技能職従業員の採用で重視する点（複数回答）

（単位：社）

(1) 技能・資格を持っていること

(2) 一定の技能・知識を持っていること

(3) 一般常識・教養を持っていること

(4) 熱意・意欲を持っていること

(5) 協調性を持っていること

(6) その他

(7) 無回答

　計 945 100.0%

231 24.4%

11 1.2%

26 2.8%

99 10.5%

227 24.0%

298 31.5%

25 100.0%

回答数 構成比

53 5.6%

0 0.0%

1 4.0%

0 0.0%

10 40.0%

3 12.0%

11 44.0%

7 1.9%

376 100.0%

回答数 構成比

回答数 構成比

349 92.8%

20 5.3%

3 4.9%

13 21.3%

61 100.0%

4 6.6%

22 36.1%

19 31.1%

24 6.1%

392 100.0%

回答数 構成比

104 26.5%

31 7.9%

11 2.8%

回答数 構成比

185 47.2%

37 9.4%

0 50 100 150 200

185

37

104

31

11

24

0 10 20 30

4

22

19

3

13

0 5 10 15

10

3

11

0

1

0

0 100 200 300

53

99

227

298

231

11

26

採用した
92.8%

採用してな

い
5.3%

無回答
1.9%
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（単位：社）

(1) 技能・資格を持っていること

(2) 幅広い技能・知識を持っていること

(3) 一般常識・教養を持っていること

(4) 熱意・意欲を持っていること

(5) 協調性を持っていること

(6) 実務経験があること

(7) その他

(8) 無回答

　計

○  障害者の雇用

（単位：社）

(1) 雇用している

(2) 
雇用はしていないが今後雇用する予
定である

(3) 
雇用してなく今後も雇用する予定は
ない

(4) 無回答

　計

○  障害者の雇用者数

（単位：社）

(1) １～２人

(2) ３～５人

(3) ６～９人

(4) １０～１９人

(5) ２０～２９人

(6) ３０人以上

(7) 無回答

　計

○  障害者の採用で重視する点（複数回答）

（単位：社）

(1) 技能・資格を持っていること

(2) 幅広い技能・知識を持っていること

(3) 一般常識・教養を持っていること

(4) 熱意・意欲を持っていること

(5) 協調性を持っていること

(6) その他

(7) 無回答

　計

○  障害者を雇用しない理由（複数回答）

（単位：社）

(1) 経営上余裕がない

(2) 施設のバリアフリーの問題

(3) 業務の内容的に困難

(4) 担当業務の選定が困難

(5) その他

(6) 無回答

　計 276 100.0%

73 26.4%

15 5.4%

9 3.3%

26 9.4%

36 13.0%

117 42.4%

48 6.8%

702 100.0%

回答数 構成比

185 26.4%

191 27.2%

28 4.0%

73 10.4%

34 4.8%

143 20.4%

2 1.2%

171 100.0%

回答数 構成比

7 4.1%

1 0.6%

1 0.6%

125 73.1%

21 12.3%

14 8.2%

7 1.9%

376 100.0%

回答数 構成比

171 45.5%

43 11.4%

155 41.2%

19 1.7%

1,089 100.0%

回答数 構成比

194 17.8%

208 19.1%

7 0.6%

144 13.2%

157 14.4%

215 19.7%

○  新卒以外（中高年者）の技術・技能職従業員の採用で重視する点（複数回答）

回答数 構成比

145 13.3%

0 50 100 150

125

21

14

7

1

1

2

0 50 100 150 200 250

145

144

157

215

194

208

7

19

0 50 100 150

26

36

117

73

15

9

0 50 100 150 200

73

34

143

185

191

28

48

45.5%

11.4%

41.2%

1.9%

雇用している

雇用はしていないが

今後雇用する予定

である
雇用してなく今後も

雇用する予定はな

い
無回答
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○  ジョブカード制度の理解度

（単位：社）

(1) 
知っていてジョブカードサポーター
企業である

(2) 
知っているが、ジョブカードサポー
ター企業ではない

(3) 知らない。

(4) 無回答

　計

○  採用においてジョブカードを重視しますか

（単位：社）

(1) ジョブカードを重視している

(2) ジョブカードを重視していない

(3) 無回答

　計

○  技能検定制度の理解度

（単位：社）

(1) 
知っていて社員に受検を奨励してい
る

(2) 
知っているが、社員に受検を奨励し
ていない

(3) 知らない

(4) 無回答

　計

（単位：社）

(1) 人事考査上での考慮

(2) 昇進・昇格等への反映

(3) 賞与での考慮

(4) 奨励金などの一時金

(5) 資格手当

(6) 昇給

(7) 受検料の補助

(8) 特別な処遇改善はない

(9) その他

(10)無回答

　計

○  従業員の高齢化等による技能継承の問題

（単位：社）

(1) ある

(2) 現在はないが今後発生する

(3) 今後もない

(4) 無回答

　計

92 24.5%

7 1.9%

376 100.0%

回答数 構成比

111 29.5%

166 44.1%

6 1.7%

18 5.1%

356 100.0%

23 6.5%

76 21.3%

49 13.8%

13 3.7%

29 8.1%

66 18.5%

○  技能検定合格者に対する処遇改善（複数回答）

回答数 構成比

43 12.1%

33 9.3%

171 45.5%

6 1.6%

376 100.0%

回答数 構成比

97 25.8%

102 27.1%

146 66.4%

7 3.2%

220 100.0%

376 100.0%

回答数 構成比

67 30.5%

146 38.8%

152 40.4%

4 1.1%

回答数 構成比

74 19.7%
19.7%

38.8%

40.4%

1.1% 知っていてジョブカードサポー

ター企業である

知っているが、ジョブカードサ

ポーター企業ではない

知らない。

無回答

30.5%

66.4%

3.2%

ジョブカードを重視し

ている

ジョブカードを重視し

ていない

無回答

0 20 40 60 80

43

33

13

29

66

23

76

49

6

18

25.8%

27.1%

45.5%

1.6%
知っていて社員に受検を奨励し

ている

知っているが、社員に受検を奨

励していない

知らない

無回答

ある
29.5%

現在はない

が今後発生

する

44.1%

今後もな

い 24.5%

無回答
1.9%
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○  技能継承の問題への取組状況

（単位：社）

(1) している

(2) 検討中

(3) していない

(4) 無回答

　計

○  技能継承の問題への具体的な取組（複数回答）

（単位：社）

(1) 退職者の再雇用・雇用延長

(2) 中途採用者の増員

(3) 専門分野の教育訓練の強化

(4) 新卒者の増員

(5) 専門技能のマニュアル化

(6) 契約社員、派遣社員の活用

(7) その他

(8) 無回答

　計

（単位：社）

(1) 知っている

(2) 知らない

(3) 無回答

　計

（単位：社）

(1) 短大卒程度

(2) 専門学校卒程度

(3) 高卒程度

(4) 分からない

(5) その他

(6) 無回答

　計

○  成長が見込まれる分野の中で、興味を持っている分野（複数回答）

（単位：社）

(1) 航空機産業

(2) 自動車産業

(3) 新エネルギー関連産業

(4) 
医療機器関連産業（医療機器開発な
ど）

(5) 情報関連産業

(6) その他

(7) 無回答

　計

3 2.6%

115 100.0%

16 13.9%

21 18.3%

4 3.5%

○  県立技術専門校修了者の採用時の給与水準

回答数 構成比

27 23.5%

44 38.3%

253 67.3%

8 2.1%

376 100.0%

338 100.0%

○  秋田職業能力開発短期大学校、県立技術専門校で行う新卒者訓練の理解度

回答数 構成比

115 30.6%

9 2.7%

4 1.2%

1 0.3%

56 16.6%

49 14.5%

27 8.0%

回答数 構成比

132 39.1%

60 17.8%

104 27.7%

9 2.4%

376 100.0%

回答数 構成比

173 46.0%

90 23.9%

回答数 構成比

19 4.4%

34 7.9%

98 22.6%

46 10.6%

31 7.2%

36 8.3%

433 100.0%

169 39.0%

している
46.0%

検討中
23.9%

していない
27.7%

無回答
2.4%

0 50 100 150

132

60

56

49

27

9

4

1

0 20 40 60

27

44

16

21

4

3

知っている

30.6%

知らない

67.3%

無回答

2.1%

0 50 100 150 200

19

34

98

46

31

36

169
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求職者に対するアンケート調査

１ 目的

公共職業安定所への求職者の職業能力開発に関する需要を把握し、第１０次秋田県職

業能力開発計画を策定するために必要な基礎資料を得ることを目的とする。

２ 調査対象者

公共職業安定所へ求職申込みをしている者 ５１０名

３ 実施期間

平成２７年６月１日（月）から平成２７年６月１９日（金）まで

４ 調査方法

秋田労働局職業安定部を通じて、各公共職業安定所にアンケートの配布を依頼し、調

査する。

５ 調査事項

○ 属性（性別、居住地、就業経験年数、求職活動期間等）

○ 就業経験先、就職希望先、就職希望理由、雇用形態

○ 職業訓練受講希望の有無、希望職業訓練・受講期間、職業能力開発施設の認識等

○ 資格取得等の必要性、資格の取得方法等

６ 調査の回収率

４５．６％（調査数５１０件中、有効回答数２３３件）

12



○  求職者の性別
(単位：人）

回答数 構成比

(1) 男 75 32.2%

(2) 女 143 61.4%

無回答 15 6.4%

233 100.0%

○  求職者の居住地別
(単位：人）

回答数 構成比

(1) 鹿角地域 29 12.4%

(2) 大館地域 14 6.0%

(3) 北秋田地域 7 3.0%
(4) 能代山本地域 22 9.4%
(5) 秋田地域 28 12.0%
(6) 男鹿南秋地域 12 5.2%
(7) 本荘にかほ地域 21 9.0%
(8) 大仙仙北地域 33 14.2%
(9) 横手地域 50 21.5%
(10) 湯沢雄勝地域 10 4.3%

無回答 7 3.0%
233 100.0%

○  求職者の年齢別
(単位：人）

回答数 構成比

(1) ２０歳未満　 2 0.9%
(2) ２０歳代 38 16.3%

(3) ３０歳代 60 25.8%
(4) ４０歳代 43 18.5%
(5) ５０歳代 51 21.9%
(6) ６０歳以上 36 15.5%

無回答 3 1.3%
233 100.0%

○  就業経験の有無
(単位：人）

回答数 構成比

(1) あり 224 96.1%
(2) なし 4 1.7%

無回答 5 2.1%

233 100.0%

○  就業経験年数
(単位：人）

回答数 構成比

(1) １年未満 1 0.4%
(2) １年以上５年未満 20 8.6%
(3) ５年以上１０年未満 38 16.3%

(4) １０年以上１５年未満 42 18.0%

(5) １５年以上２０年未満 27 11.6%
(6) ２０年以上 100 42.9%

無回答 5 2.1%

233 100.0%

求職者に対するアンケート調査

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　目

計

計

計

 計

計

あり
96.1%

なし
1.7%

無回答
2.1%

男
32.2%

女
61.4%

無回答
6.4%

0 10 20 30 40 50

29

14

7

22

28

12

21

33

50

10

7

0 10 20 30 40 50 60

2

38

60

43

51

36

3

0 20 40 60 80 100

1

20

38

42

27

100

5
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○  求職活動期間

(単位：人）
回答数 構成比

(1) １か月未満 94 40.3%

(2) １か月以上３か月未満 72 30.9%

(3) ３か月以上６か月未満 37 15.9%

(4) ６か月以上１年未満 13 5.6%

(5) １年以上２年未満 3 1.3%

(6) ２年以上 4 1.7%

無回答 10 4.3%

233 100.0%

○  就業経験業種（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 農林水産 11 2.2%

(2) 建設 22 4.3%

(3) 製造（金属・機械） 23 4.5%

(4) 製造（電子デバイス） 22 4.3%

(5) 製造（自動車） 13 2.6%

(6) 製造（その他） 56 11.0%

(7) 一般事務 65 12.8%

(8) 販売・営業 65 12.8%

(9) 運輸・通信 11 2.2%

(10) 卸売・小売 19 3.7%

(11) 飲食・宿泊 38 7.5%

(12) 金融・保険 19 3.7%

(13) 医療・介護 50 9.9%

(14) 不動産 2 0.4%

(15) サービス 34 6.7%

(16) 情報通信 10 2.0%

(17) 公務 19 3.7%

(18) その他 26 5.1%

無回答 2 0.4%

507 100.0%

○  就業希望業種（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1)  農林水産 10 2.4%

(2)  建設 10 2.4%

(3)  製造（金属・機械） 18 4.4%

(4)  製造（電子デバイス） 5 1.2%

(5)  製造（自動車） 3 0.7%

(6)  製造（その他） 41 10.0%

(7)  一般事務 89 21.8%

(8)  販売・営業 44 10.8%

(9)  運輸・通信 13 3.2%
(10)  卸売・小売 13 3.2%
(11)  飲食・宿泊 21 5.1%
(12)  金融・保険 4 1.0%
(13)  医療・介護 55 13.4%

(14)  不動産 3 0.7%

(15)  サービス 29 7.1%
(16)  情報通信 10 2.4%
(17)  公務 19 4.6%
(18)  その他 20 4.9%

 無回答 2 0.5%

409 100.0%
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○  希望業種の理由（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 過去に経験したことがあり自分に適しているから 162 46.8%

(2) 将来性がある仕事だから 17 4.9%

(3) 収入がよいから 6 1.7%

(4) 安定しているから 32 9.2%

(5) 勤務時間が不規則でないなど労働条件がよいから 41 11.8%

(6) やりがいやおもしろさのある仕事だから 82 23.7%
(7) その他 4 1.2%

無回答 2 0.6%

346 100.0%

○  希望雇用形態（複数回答）

(単位：人）

回答数 構成比

(1)  正社員 126 51.9%

(2)  契約社員 9 3.7%
(3)  パート・アルバイト 66 27.2%
(4)  派遣社員 1 0.4%

(5)  雇用形態は問わない 36 14.8%
(6)  その他 2 0.8%

 無回答 3 1.2%

243 100.0%

○  講習や職業訓練等の受講経験

(単位：人）
回答数 構成比

(1) あり 101 43.3%
(2) なし 129 55.4%

無回答 3 1.3%
233 100.0%

○ 受講した職業訓練施設（複数回答）

(単位：人）

回答数 構成比

(1)  公的機関 45 35.2%

(2)  民間企業等 21 16.4%

(3)  職場内研修 51 39.8%

(4)  その他 9 7.0%

 無回答 2 1.6%

128 100.0%

項　　　目

項　　目

項　　　目
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○  職業訓練の受講希望

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 職業訓練を受けたい 128 54.9%

(2) 87 37.3%

18 7.7%

233 100.0%

○  職業訓練の受講希望コース（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 67 22.9%

(2) 47 16.0%

(3) 21 7.2%

(4) 13 4.4%

(5) 31 10.6%

(6) 32 10.9%

(7) 35 11.9%

(8) 12 4.1%

(9) 5 1.7%

(10) 6 2.0%

(11) 4 1.4%

(12) 8 2.7%

(13) 2 0.7%

(14) 2 0.7%

(15)その他 6 2.0%

無回答 2 0.7%

293 100.0%

電気設備・電気通信施工コース
（電気通信設備などの基礎知識・施工技術等の習得）

ビル管理コース
（建物の給排水設備・ビル管理などの基礎知識・作業技術等の習得）

事務習得コース
（パソコン操作や簿記・ビジネスマナーの基礎知識・技能等の習得）

項　　　目

パソコン初級コース
（パソコン操作、ワープロ、表計算などの基本操作の習得）

住宅リフォームコース
（大工工事・住宅リフォームなどの基礎知識・技術等の習得）

建設機械運転コース
（クレーン、フォークリフト、建設機械等の運転技術等の習得）

介護コース
（介護業務の基礎知識・技能等の習得、介護職員初任者研修資格取
医療事務コース
（医療事務の基礎知識・技能等の習得、医療事務関係資格取得）

機械・金属加工コース
（機械製図、普通旋盤作業など機械・金属加工技術等の習得）

計

パソコン・ＣＡＤ習得コース
（建築・製図の基礎知識、ＣＡＤ操作の技能等の習得）
販売サービスコース
（販売、小売業に関する基礎知識、パソコン基本操作の習得）
会計事務コース
（簿記会計の知識習得、パソコン基本操作の習得）

項　　　　目
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工場管理コース
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○  受講希望コースの訓練期間（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1) １か月 34 18.7%

(2) ２か月 33 18.1%

(3) ３か月 80 44.0%
(4) ４か月 5 2.7%
(5) ５か月 2 1.1%
(6) ６か月 18 9.9%
(7) ７か月以上１年未満 5 2.7%
(8) １年 3 1.6%
(9) その他 0 0.0%

無回答 2 1.1%
182 100.0%

○  職業訓練の実施要望地域（複数回答）

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 秋田市 23 15.2%
(2) 能代市 11 7.3%
(3) 大館市 12 7.9%
(4) 北秋田市 5 3.3%
(5) 大仙市 19 12.6%
(6) 仙北市 8 5.3%
(7) 由利本荘市 18 11.9%
(8) 横手市 24 15.9%
(9) 湯沢市 9 6.0%
(10) にかほ市 0 0.0%
(11) 男鹿市 2 1.3%
(12)鹿角市 15 9.9%
(13)その他 2 1.3%

無回答 3 2.0%
151 100.0%

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 知っている 119 51.1%
(2) 知らない 100 42.9%

無回答 14 6.0%
233 100.0%

(単位：人）
回答数 構成比

(1) 強く感じた 83 35.6%
(2) ある程度感じた 104 44.6%
(3) 特に感じたことはない 37 15.9%

無回答 9 3.9%
233 100.0%

項　　　目

項　　　目

○  職業訓練を実施している県立技術専門校（鷹巣、秋田、大曲）やポリテクセンター秋田（潟上市）の認知度

○  資格取得や講習・職業訓練の受講の必要性

計
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計
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○  必要性を感じた理由（複数回答）

(単位：人）

回答数 構成比

(1) 仕事や就職をする上で必要性を感じたから 127 61.1%

(2) 自分の知識や技能を高めたいと感じたから 64 30.8%

(3) 同僚や友人が資格取得や研修等を受けていたから 6 2.9%

(4) その他 1 0.5%

無回答 10 4.8%

208 100.0%

○  今後における免許や資格を取得要望

(単位：人）
回答数 構成比

(1)  思う 142 60.9%

(2)  思わない 82 35.2%

 無回答 9 3.9%

233 100.0%

○  免許や資格の取得理由（複数回答）

(単位：人）

回答数 構成比

(1) 72 46.8%

(2) 56 36.4%

(3) その他 5 3.2%

無回答 21 13.6%

154 100.0%

○  どのような方法で免許や資格を取得したいですか（複数回答）

(単位：人）

回答数 構成比

(1) 106 43.3%

(2) 49 20.0%

(3) 41 16.7%

(4) 13 5.3%

36 14.7%

245 100.0%

項　　　　目

項　　　目

民間企業等が実施する講座等を受
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高校生に対するアンケート調査

１ 目的

高校生の職業意識や職業能力開発に関する意識を把握し、第１０次秋田県職業能力開

発計画を策定するために必要な基礎資料を得ることを目的とする。

２ 調査対象

各技術専門校で行う地域運営協議会委員となっている高等学校の２年生

１，６０８名

※なお、近年訓練生の入校者がない高等学校を対象から外し、代わりに同じ地区の高

等学校のうち近年訓練生の入校者がある高等学校を選定して対象とする。

３ 実施期間

平成２７年５月２９日（金）から平成２７年６月２６日（金）まで

４ 調査方法

調査対象高等学校にアンケートの説明及び依頼し、調査する。

５ 調査事項

○ 学校名、学科名、性別

○ 高等学校卒業後の進路（「県内」「県外」）とその理由

○ 進路を誰と相談するか

○ 将来就きたい職業とその理由

○ 職業訓練を希望する職種

○ 職業能力開発施設（秋田職業能力開発短期大学校、秋田県立技術専門校）の理解度

○ 技能者・技術者の社会的評価

６ 調査の回収率

９７．６％（調査数１，６０８件中、有効回答数１，５７０件）
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○  高校の所在地域
（単位：人）

回答数 構成比

(1) 473 30.1%

(2) 605 38.5%

(3) 492 31.3%

計 1,570 100.0%

○  高校生の性別 （単位：人）

回答数 構成比

(1) 男 837 53.3%
(2) 女 723 46.1%

無回答 10 0.6%

計 1,570 100.0%

○  高校卒業後の希望進路 （単位：人）

回答数 構成比

(1) 大学 323 20.6%

(2) 短大 93 5.9%

(3) 秋田職業能力開発短期大学校 7 0.4%

(4) 秋田県立技術専門校 15 1.0%

(5) 専修学校・各種学校 251 16.0%

(6) 就職（家族従事も含む） 723 46.1%

(7) その他 8 0.5%

(8) 未定 112 7.1%

無回答 38 2.4%

計 1,570 100.0%

○  進路先の県内外別 （単位：人）
回答数 構成比

(1)  県内 522 33.2%

(2)   県外 595 37.9%

(3)   どちらでもよい 282 18.0%

 無回答 171 10.9%

 計 1,570 100.0%

○  県外を進路先とする理由 （単位：人）
回答数 構成比

(1) 県内に適した学校、職場がないから 232 39.0%

(2) 県外に出たいから 298 50.1%

(3) その他 39 6.6%
無回答 26 4.4%

計 595 100.0%

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　目

高校生対するアンケート調査

項　　　目

県南地域

中央（由利本荘含む）地域

県北地域
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○  進路の相談相手（複数回答） （単位：人）
回答数 構成比

(1) 家族 1,369 54.9%
(2) 学校の先生 687 27.5%
(3) 友人 290 11.6%

(4) 誰にも相談しない 41 1.6%

(5) その他 13 0.5%

無回答 95 3.8%

計 2,495 100.0%

○  希望職業の有無 （単位：人）
回答数 構成比

(1) ある 1,024 65.2%

(2) ない 189 12.0%

(3) わからない 333 21.2%

無回答 24 1.5%

計 1,570 100.0%

○  将来の希望職業（複数回答）　※希望職種が「ある」と回答した1,024人が回答対象
（単位：人）

回答数 構成比
(1) 農林･水産 32 2.1%

(2) 建設 112 7.2%

(3) 製造【金属･機械】 71 4.6%

(4) 製造【電子デバイス】 69 4.4%

(5) 製造【自動車】 57 3.7%

(6) 製造【航空機】 7 0.4%

(7) 製造【医療福祉機器】 13 0.8%

(8) 製造【風力発電、太陽光発電など】 14 0.9%

(9) 製造【木材工芸品、漆器など】 9 0.6%

(10) 製造【その他】 35 2.2%

(11) 一般事務 65 4.2%

(12) 販売・営業 92 5.9%

(13) 運輸・通信 53 3.4%
(14) 卸売・小売 24 1.5%

(15) 飲食・宿泊 68 4.4%

(16) 金融・保険 13 0.8%

(17) 医療・福祉・介護 289 18.5%

(18) 不動産 2 0.1%

(19) サービス 78 5.0%

(20) 情報通信 58 3.7%

(21) 教育・研究 91 5.8%

(22) 公務 159 10.2%

(23) マスコミ 13 0.8%

(24) その他 132 8.5%

無回答 2 0.1%

計 1,558 100.0%

○  職業の選択理由（複数回答）　※希望職種が「ある」と回答した1,024人が回答対象
（単位：人）

回答数 構成比
(1) 仕事の内容に興味があるから 552 38.3%

(2) 安定しているから 144 10.0%

(3) 収入が多いから 41 2.8%

(4) 人を助けたり、社会に貢献できるから 214 14.8%

(5) 自分に適した仕事だと思うから 185 12.8%
(6) 家族などの勧めがあるから 79 5.5%
(7) 現在有している知識、技能･技術が生かせるから 138 9.6%

(8) その他 38 2.6%

無回答 51 3.5%

　計 1,442 100.0%

項　　　目

項　　　目

項　　　　　目

項　　　　　目
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○  重要視する勤務条件等（複数回答） （単位：人）

回答数 構成比
(1) 仕事の内容 1,008 25.6%

(2) 能力を生かせる仕事 573 14.6%
(3) 給与 862 21.9%
(4) 会社の知名度 27 0.7%

(5) 会社の将来性・安定性 603 15.3%

(6) 仕事の社会的意義 107 2.7%

(7) 勤務地･通勤の便 191 4.9%

(8) 労働時間・休日 466 11.8%

(9) その他 23 0.6%
無回答 74 1.9%

計 3,934 100.0%

○  教育又は訓練を受ける場合の希望分野・科目 （単位：人）
回答数 構成比

(1) 園芸サービス系科目 15 1.0%

(2) 金属加工系科目 20 1.3%

(3) 機械系科目 79 5.0%

(4) 電気・電子系科目 78 5.0%

(5) 電力系科目 45 2.9%

(6) 新エネルギー系科目 15 1.0%

(7) 自動車系科目 69 4.4%

(8) 航空機系科目 7 0.4%

(9) 機械整備系科目 6 0.4%

(10) アパレル系科目 53 3.4%
(11) 木材加工系科目 10 0.6%
(12) 印刷・製本系科目 6 0.4%
(13) 建築施工系科目 71 4.5%
(14) 建築内装系科目 41 2.6%
(15) 建築仕上系科目 3 0.2%
(16) 設備施工系科目 0 0.0%
(17) 土木系科目 41 2.6%
(18) 工芸系科目 4 0.3%
(19) 塗装系科目 3 0.2%
(20) デザイン系科目 46 2.9%
(21) 通信系科目 9 0.6%
(22) オフィスビジネス系科目 51 3.2%
(23) 社会福祉系科目 125 8.0%
(24) 流通ビジネス系科目 22 1.4%
(25) 理容・美容系科目 66 4.2%
(26) 接客･サービス系科目 78 5.0%
(27) メカトロニクス系科目 3 0.2%
(28) 医療福祉機器系科目 78 5.0%
(29) 情報処理系科目 55 3.5%
(30) 調理系科目 44 2.8%
(31) その他 108 6.9%
(32) わからない 196 12.5%

無回答 123 7.8%
計 1,570 100.0%

○  公的な職業能力開発施設の認知度 （単位：人）
回答数 構成比

(1) 483 30.8%

(2) 知らない 980 62.4%

無回答 107 6.8%

計 1,570 100.0%

○  技能者・技術者の社会的評価 （単位：人）

回答数 構成比

(1) 高く評価されている 564 35.9%

(2) あまり評価されていない 219 13.9%

(3) わからない 687 43.8%

無回答 100 6.4%

 計 1,570 100.0%
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高等学校進路指導者に対するアンケート調査

１ 目的

各高等学校の現状や技術専門校への要望等を把握し、技術専門校の今後のあり方や訓

練内容等の見直しを進めるに必要な基礎資料を得ることを目的とする。

２ 調査対象

各高等学校の進路指導者 ５７名

３ 実施期間

平成２７年６月１５日（月）から平成２７年６月３０日（火）まで

４ 調査方法

各高等学校にアンケートを郵送し、調査する。

５ 調査事項

○ 技術専門校への入校、応募状況

○ 技術専門校への進路指導とその理由

○ 技術専門校の改善点

○ 技術専門校の定員

○ 第二志望の導入について

○ 技術専門校のイメージと周知方法

６ 調査の回収率

１００％（調査数５７件中、有効回答数５７件）
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【アンケート対象数　５７校、回答数　５７校、回収率　１００．０％】

問１ 秋田県立技術専門校へ生徒を入校または応募させたことがありますか 回答数 構成比

1 ある 47 82.5%

2 ない 10 17.5%

57 100.0%

問１で「ある」場合、どのような経緯ですか【複数回答可】 回答数 構成比

1 生徒本人の希望 45 47.9%

2 学校側からの推薦及び勧め 37 39.4%

3 親等からの勧め 11 11.7%

4 その他 0 0.0%

5 無回答 1 1.1%

94 100.0%

問２ 秋田県立技術専門校への進路指導はどのように勧めていますか 回答数 構成比

1 積極的に勧めている 13 22.8%

2 生徒が希望すれば勧めている 31 54.4%

3 機会があれば勧めている 7 12.3%

4 勧めることは消極的である 2 3.5%

5 どちらともいえない 4 7.0%

57 100.0%

問３ 秋田県立技術専門校を今後、さらに充実させていくためにはどのようなことが必要だと

考えられますか【複数回答可】　※問２で１～３に回答した５１高校のみ 回答数 構成比

1 新しい訓練科の設置 8 8.8%

2 資格取得種類の充実 19 20.9%

3 高就職率及び高定着率の継続 32 35.2%

4 県内産業ニーズの把握と対応 24 26.4%

5 訓練カリキュラムの見直し 0 0.0%

6 定員の見直し 3 3.3%

7 その他 4 4.4%

8 無回答 1 1.1%

91 100.0%

問４ 秋田県立技術専門校の各科の定員につきましてどのように思われますか【複数回答可】

※問２で１～３に回答した５１高校のみ 回答数 構成比

1 妥当である 43 84.3%

2 科によって定員が少ない 4 7.8%

3 科によって定員が多い 0 0.0%

4 分からない 4 7.8%

51 100.0%

問５ 第二志望の導入を検討しております。各高等学校側からのご意見をお聞かせください。

※問２で１～３に回答した５１高校のみ 回答数 構成比

1 第二志望を導入してほしい 7 13.7%

2 第二志望はいらいない 14 27.5%

3 どちらでもよい 14 27.5%

4 分からない 15 29.4%

5 無回答 1 2.0%

51 100.0%

問６ 問２で「勧めることは消極的である」または「どちらともいえない」と回答された場合のみ

ご回答ください。その理由はどのようなことですか【複数回答可】 ※６高校のみ 回答数 構成比

1 技術専門校をよく知らない 0 0.0%

2 対象となる生徒がいない 5 83.3%

3 立地条件が悪い 0 0.0%

4 入校試験等が難しく不合格となる 0 0.0%

5 応募させようと思う訓練科がない 0 0.0%

6 カリキュラム等に魅力がない 0 0.0%

7 その他 1 16.7%

6 100.0%

高等学校進路指導者に対するアンケート調査
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問７ 秋田県立技術専門校についてどのようなイメージがありますか【複数回答可】 回答数 構成比

1 就職率がよい 37 27.0%

2 専門分野の資格取得ができる 44 32.1%

3 施設、実習機器が整備されている 22 16.1%

4 立地条件が良い 6 4.4%

5 立地条件が悪い 3 2.2%

6 昔の職業訓練校（中卒課程等） 3 2.2%

7 大学・短大とは違い進学校ではない 3 2.2%

8 特にない 5 3.6%

9 その他 14 10.2%

137 100.0%

問８ 秋田県立技術専門校をより多くの方に知っていただくためにはどのようなことが必要で

あると考えられますか【複数回答可】 回答数 構成比

1 テレビ、新聞等のメディアを活用したＰＲ 27 23.3%

2 生徒等への専門校説明会等の複数回実施 23 19.8%

3 進路担当者等への技術専門校説明会及び学校見学会の実施 13 11.2%

4 各高等学校への訪問及び説明 9 7.8%

5 パンフレット等の改善及び充実 12 10.3%

6 ＨＰの改善及び充実 22 19.0%

7 その他 9 7.8%

8 無回答 1 0.9%

116 100.0%総回答数合計
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中学校進路指導者に対するアンケート調査

１ 目的

各中学校の現状や技術専門校への要望等を把握し、技術専門校の今後のあり方や訓練

内容等の見直しを進めるに必要な基礎資料を得ることを目的とする。

２ 調査対象

各中学校の進路指導者 １１８名

３ 実施期間

平成２７年６月１５日（月）から平成２７年６月３０日（火）まで

４ 調査方法

各中学校にアンケートを郵送し、調査する。

５ 調査事項

○ 技術専門校、中卒課程の理解度

○ 技術専門校への入校、応募状況

○ 技術専門校への進路指導

○ 卒業生の就職者の状況

○ 中卒課程への進学とあり方

○ 技術専門校の定員

○ 技術専門校のイメージと周知方法

６ 調査の回収率

１００％（調査数１１８件中、有効回答数１１８件）
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【アンケート対象数　１１８校、回答数　１１８校、回収率　１００．０％】

問１ 秋田県立技術専門校をご存知ですか 回答数 構成比

1 知っている 115 97.5%

2 知らない 3 2.5%

118 100.0%

問２ 秋田県立技術専門校（鷹巣技術専門校）に中卒課程があることをご存知ですか 回答数 構成比

1 知っている 103 87.3%

2 知らない 15 12.7%

118 100.0%

問３ 鷹巣技術専門校に入校した生徒や応募した生徒はいましたか 回答数 構成比

1 いる 14 11.9%

2 いない 66 55.9%

3 過去については分からない 38 32.2%

118 100.0%

問４ 鷹巣技術専門校を生徒に紹介する機会はありますか 回答数 構成比

1 生徒全員に紹介する機会がある 35 29.7%

2 個人的に紹介する機会はある 57 48.3%

3 ない 15 12.7%

4 その他 9 7.6%

5 無回答 2 1.7%

118 100.0%

問５ 昨年度（平成２６年度）の卒業生の中で、就職された生徒はいましたか 回答数 構成比

1 いない 110 93.2%

2 いる 8 6.8%

118 100.0%

問６ 建築関連以外で中学校卒業後に興味があり、入校する可能性が高い訓練科は何が考え

られますか 回答数 構成比

1 考えられる 26 22.0%

2 考えられない 91 77.1%

3 無回答 1 0.8%

118 100.0%

問７ 中学校卒業後、進路として建築（大工）職種を希望する生徒がどのくらいいると思われ

ますか 回答数 構成比

1 希望のある生徒が多いと思われる 0 0.0%

2 特に多いとは思われない 44 37.3%

3 殆どいないと思われる 54 45.8%

4 全くいないと思われる 20 16.9%

118 100.0%

問８ 多くの生徒が高等学校へ進学する中、技術専門校（中卒課程）のあり方についてどの

ように思われますか【複数回答可】 回答数 構成比

1 貴重な存在であり継続していくべきである 77 55.4%

2 高卒以上を対象に専門的、実践的訓練を実施するべきである 27 19.4%

3 訓練科の新設や別の訓練科への変更を検討する必要がある 20 14.4%

4 特に何もない 3 2.2%

5 その他 10 7.2%

6 無回答 2 1.4%

139 100.0%
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問９ 秋田県立技術専門校についてどのようなイメージがありますか【複数回答可】 回答数 構成比

1 就職率がよい 19 7.5%

2 専門分野の知識・技術の習得ができる 98 38.9%

3 専門分野の資格取得ができる 57 22.6%

4 施設、実習機器が整備されている 27 10.7%

5 昔の職業訓練校（中卒課程等） 33 13.1%

6 高等学校とは違い進学校ではない 9 3.6%

7 特にない 7 2.8%

8 その他 2 0.8%

252 100.0%

問10 秋田県立技術専門校をより多くの方に知っていただくためにはどのようなことが必要で

あると考えられますか【複数回答可】 回答数 構成比

1 テレビ、新聞等のメディアを活用したＰＲ 48 25.4%

2 専門校説明会等の実施 45 23.8%

3 各学校への訪問及び説明 58 30.7%

4 パンフレット等の改善及び充実 33 17.5%

5 その他 3 1.6%

6 無回答 2 1.1%

189 100.0%
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秋田県立技術専門校の訓練科についてのアンケート調査 

 

１ 目的 

  技術専門校の訓練科について、産業界のニーズを踏まえた新たな訓練カリキュラム、資

格取得に向けて各業界等にアンケートを実施し、カリキュラム等の見直しに着手する基礎

資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査対象及び調査方法 

（１）対 象 科：離転職コースを含む全１１科 

        ・鷹巣技術専門校自動車整備科 

        ・鷹巣技術専門校建築工芸科 

        ・鷹巣技術専門校建設機械運転科（離転職者コース） 

        ・秋田技術専門校オフィスビジネス科 

        ・秋田技術専門校情報システム科 

        ・秋田技術専門校自動車整備科 

        ・秋田技術専門校メカトロニクス科 

        ・大曲技術専門校機械システム科 

        ・大曲技術専門校電気システム科 

        ・大曲技術専門校建築施工科 

        ・大曲技術専門校色彩デザイン科 

調査対象：１科につき、関連企業５０～８０社、修了生２０～３０人、合計１,０１０件 

①企業・団体等に対する調査 

     対象者数：１科につき各訓練科に関係する企業・団体概ね６３社 計６９０社 

     ※企業は、大企業（１００人以上）  ５～１０社程度 

          中企業（３０人～９９人）１０～２０社程度 

          小企業（３０人未満）  ３０～５５社程度 

     ②修了生に対する調査 

      対象者数：１科につき各関係企業に就職した修了生概ね２９人  計３２０人 

（２）調査方法：郵送調査 

   調査対象企業・団体及び修了生にアンケートを郵送し、記入後返送する。 

 

３ 実施期間 

       平成２６年７月１１日（金）から平成２６年７月３１日（木）まで 

 

４ 調査事項 

（１）企業・団体等に対する調査 

  ○ 修了生の採用理由、採用結果について 

   ○ 業務上必要な技術・技能 

  ○ 成長分野（新エネ、輸送、情報等の分野）に対応するため新たに必要となる技術・技能 

    ○ 業務上必要な資格・検定等 

    ○ 定員、カリキュラムの見直しについて 

    ○ 今後の採用予定 
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 （２）修了生に対する調査 

   ○  技術専門校における習得技術について 

  ○ 業務上必要な技術・技能 

    ○ 成長分野（新エネ、輸送、情報等の分野）に対応するため新たに必要となる技術・技能 

    ○ 業務上必要な資格・検定等 

   ○ 定員、カリキュラムの見直しについて 

    ○ 技術専門校で習得しておけば良かった知識、技術 

 

５ 調査の回収率 

（１）企業・団体等に対する調査  

   回収率７１．７％（調査数６９０件中、有効回答数４９５件） 

（２）修了生に対する調査 

   回収率７２．５％（調査数３２０件中、有効回答数２３２件） 
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鷹巣技術専門校自動車整備科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　５０社、回答企業数　３３社、回収率　６６．０％】

問１ 自動車整備科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比
1 知っている 32 97.0%
2 知らない 1 3.0%

33 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比
1 知人 10 20.8%
2 学生募集のパンフレット 5 10.4%
3 校のイベント 0 0.0%
4 ホームページ 6 12.5%
5 就職面接会 10 20.8%
6 在職者訓練 4 8.3%
7 その他 13 27.1%

48 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比
1 ある 24 72.7%
2 ない 9 27.3%

33 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比
1 以前から修了生を採用している 8 18.6%
2 必要な技術・技能を持っている 14 32.6%
3 業務に必要な資格を取得している 16 37.2%
4 定着率が良い 2 4.7%
5 その他 3 7.0%

43 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比
1 満足 10 40.0%
2 やや満足 9 36.0%
3 やや不満 3 12.0%
4 不満 3 12.0%

25 100.0%
※24社のうち1社複数回答

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比
1 技術・技能的な能力 3 33.3%
2 社会人マナー 3 33.3%
3 就業意識 3 33.3%
4 その他 0 0.0%

9 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比
1 損害保険募集人技能 20 12.7%
2 二級自動車整備士技能 31 19.7%
3 低圧電気取扱技能 18 11.5%
4 ガス溶接技能 21 13.4%
5 アーク溶接技能 19 12.1%
6 自由研削砥石取り替え試運転技能 7 4.5%
7 玉掛け技能 11 7.0%
8 床上操作式クレーン運転技能 9 5.7%
9 危険物取扱技能 9 5.7%
10 その他 12 7.6%

157 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】
電気(高電圧含む）電子に関する技能、高圧ガス(水素）に関する技能
電気などの新エネルギー関連産業に関する技能
ハイブリッド車・電気自動車等の取り扱いに関する技能、スキャンツールの取り扱い
ＥＶ研修
生産管理に関する技能
エンジン関係のコンピュータ診断技能
ＣＰＵ、センサーに関する故障探求技能
接客、応対、コミュニケーション能力

総回答数合計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　計
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問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比
1 ＣＮＧ自動車点検整備責任者 7 8.8%
2 玉掛け技能講習 9 11.3%
3 研削砥石取替え・試運転特別教育 8 10.0%
4 タイヤ空気圧充てん特別教育 12 15.0%
5 有機溶剤作業主任者技能講習 11 13.8%
6 中古自動車査定士 7 8.8%
7 危険物取扱者 8 10.0%
8 アーク溶接特別教育 12 15.0%
9 その他 6 7.5%

80 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比
1 変更が必要 16 48.5%
2 現状のまま 15 45.5%
3 無回答 2 6.1%

33 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比
1 定員（２０名）の見直し 14 87.5%
2 カリキュラムの見直し 2 12.5%
3 その他 0 0.0%

　 16 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比
1 定員の増 13 92.9%
2 定員の減 0 0.0%
3 無回答 1 7.1%

14 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比
1 カリキュラムの追加 2 100.0%
2 カリキュラムの削除 0 0.0%

2 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比
1 採用予定あり 28 84.8%
2 採用予定なし 2 6.1%
3 未定 3 9.1%

33 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比
1 予定している 17 58.6%
2 条件が合えば検討する 12 41.4%
3 予定していない 0 0.0%

29 100.0%
※28社のうち1社複数回答

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比
1 すでに受け入れている 9 27.3%
2 受け入れしてみたい 11 33.3%
3 今後検討する 9 27.3%
4 受け入れできない 3 9.1%
5 無回答 1 3.0%

33 100.0%合　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計
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鷹巣技術専門校自動車整備科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　１８名、回収率  ６０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 16 88.9%

2 いいえ 2 11.1%

　 18 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 16 88.9%

2 いいえ 2 11.1%

18 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 13 72.2%

2 一部役立っている 5 27.8%

3 役立っていない 0 0.0%

18 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 損害保険募集人技能 12 16.7%

2 二級自動車整備士技能 17 23.6%

3 低圧電気取扱技能 10 13.9%

4 ガス溶接技能 14 19.4%

5 アーク溶接技能 6 8.3%

6 自由研削砥石取り替え試運転技能 1 1.4%

7 玉掛け技能 2 2.8%

8 床上操作式クレーン運転技能 1 1.4%

9 危険物取扱技能 2 2.8%

10 その他 7 9.7%

72 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 ＣＮＧ自動車点検整備責任者 3 10.3%

2 玉掛け技能講習 4 13.8%

3 研削砥石取替え・試運転特別教育 1 3.4%

4 タイヤ空気圧充てん特別教育 3 10.3%

5 有機溶剤作業主任者技能講習 0 0.0%

6 中古自動車査定士 5 17.2%

7 危険物取扱者 4 13.8%

8 アーク溶接特別教育 6 20.7%

9 その他 3 10.3%

29 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 1 5.6%

2 現状のまま 17 94.4%

18 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 1 33.3%

2 カリキュラムの見直し 1 33.3%

3 その他 1 33.3%

3 100.0%

損害保険募集人の自動車保険単位

フォークリフト

総回答数合計

合　　計

総回答数合計

中型自動車第一種免許

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計

小型車両系建設機械の運転の業務に係わる特別教育、板金に関する知識
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 0 0.0%

2 定員の減 1 100.0%

1 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 1 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

1 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

タイヤ空気圧充てん特別教育、低電圧取扱特別教育

アーク溶接の技術、エアコンの修理技術、もっと基本的な知識

特殊工具や工具使用用途をもっと知りたかった。（便利な工具も含めて）

中型自動車免許（積載車（２tワイド）にユニックがついていて普通免許では乗る事が出来ないトラックが増えてきていたので）

どのような状況で異音や車両の調子が悪いのか見極めるための知識

電子制御・故障診断についてもっと勉強しておけば良かった

中古自動車査定士

危険物資格、玉掛け技能講習、天井クレーン技能講習、フォークリフト技能講習、中型運転免許

２級整備士資格は２つ必ず

合　　計

合　　計
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鷹巣技術専門校建築工芸科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　８０社、回答企業数　４８社、回収率　６０．０％】

問１ 建築工芸科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 41 85.4%

2 知らない 7 14.6%

48 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 14 26.4%

2 学生募集のパンフレット 9 17.0%

3 校のイベント 5 9.4%

4 ホームページ 6 11.3%

5 就職面接会 4 7.5%

6 在職者訓練 7 13.2%

7 その他 8 15.1%

53 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 16 33.3%

2 ない 32 66.7%

48 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 5 13.9%

2 必要な技術・技能を持っている 5 13.9%

3 業務に必要な資格を取得している 2 5.6%

4 定着率が良い 0 0.0%

5 その他 5 13.9%

17 47.2%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 3 18.8%

2 やや満足 4 25.0%

3 やや不満 5 31.3%

4 不満 3 18.8%

5 無回答 1 6.3%

16 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 2 18.2%

2 社会人マナー 3 27.3%

3 就業意識 3 27.3%

4 その他 3 27.3%

11 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 手刻みの為の墨付け・加工法 35 23.8%

2 木工機械・電動工具の取扱とメンテナンス 35 23.8%

3 気密・高断熱施工技術 36 24.5%

4 足場の組み立てと安全作業 33 22.4%

5 その他 8 5.4%

147 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

リフォーム工事における各現場への対応力

ソーラーパネル取り付け施工法

気密高断熱施工法

自然エネルギーの活用

改修、耐震、解体

パソコン

解体工事

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 足場の組立等作業主任者技能講習 36 18.1%

2 玉掛け技能講習 40 20.1%

3 小型移動式クレーン運転技能講習 27 13.6%

4 木造建築物の組立等作業主任者 39 19.6%

5 石綿作業主任者 16 8.0%

6 小型車両系建設機械運転特別教育修了証 21 10.6%

7 その他 20 10.1%

199 100.0%

総回答数合計

総回答数合計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　計
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問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 16 33.3%

2 現状のまま 20 41.7%

3 無回答 12 25.0%

48 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比

1 訓練対象者の見直し 14 73.7%

2 定員（２０名）の見直し 3 15.8%

3 カリキュラムの見直し 1 5.3%

4 その他 1 5.3%

　 19 100.0%

上記で訓練対象者の見直しの内容【複数回答】 回答数 構成比

1 高等学校卒業者以上 9 60.0%

2 その他 1 6.7%

3 無回答 5 33.3%

15 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 33.3%

2 定員の減 1 33.3%

3 無回答 1 33.3%

3 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 0 0.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 無回答 1 100.0%

1 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 20 41.7%

2 採用予定なし 18 37.5%

3 未定 9 18.8%

4 無回答 1 2.1%

48 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 11 55.0%

2 条件が合えば検討する 8 40.0%

3 予定していない 1 5.0%

20 100.0%

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 7 14.6%

2 受け入れしてみたい 5 10.4%

3 今後検討する 19 39.6%

4 受け入れできない 12 25.0%

5 無回答 5 10.4%

48 100.0%合　　計

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計
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鷹巣技術専門校建築工芸科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　２０名、回答数　１２名、回収率  ６０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 9 75.0%

2 いいえ 3 25.0%

　 12 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 12 100.0%

2 いいえ 0 0.0%

12 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 9 75.0%

2 一部役立っている 2 16.7%

3 役立っていない 0 0.0%

4 無回答 1 8.3%

12 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 手刻みの為の墨付け・加工法 9 21.4%

2 木工機械・電動工具の取扱とメンテナンス 11 26.2%

3 気密・高断熱施工技術 11 26.2%

4 足場の組み立てと安全作業 10 23.8%

5 その他 1 2.4%

42 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 足場の組立等作業主任者技能講習 11 28.2%

2 玉掛け技能講習 8 20.5%

3 小型移動式クレーン運転技能講習 2 5.1%

4 木造建築物の組立等作業主任者 11 28.2%

5 石綿作業主任者 1 2.6%

6 小型車両系建設機械運転特別教育修了証 5 12.8%

7 その他 1 2.6%

39 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 2 16.7%

2 現状のまま 10 83.3%

12 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比

1 訓練対象者の見直し 2 50.0%

2 定員（２０名）の見直し 1 25.0%

3 カリキュラムの見直し 1 25.0%

4 その他 0 0.0%

　 4 100.0%

上記で訓練対象者の見直しの内容 回答数 構成比

1 高等学校卒業者以上 2 100.0%

2 その他 0 0.0%

2 100.0%

総回答数合計

合　　計

総回答数合計

合　　計
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

1 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 1 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

1 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

電動工具、エアー工具の使用法（実践）

釘打ち取扱・m／mを尺に換算の仕方

丸鋸、ボード内装工事

合　　計

合　　計
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鷹巣技術専門校建設機械運転科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　５０社、回答企業数　３２社、回収率　６４．０％】

問１ 建設機械運転科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 24 75.0%

2 知らない 8 25.0%

32 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 8 27.6%

2 学生募集のパンフレット 2 6.9%

3 校のイベント 2 6.9%

4 ホームページ 4 13.8%

5 就職面接会 4 13.8%

6 在職者訓練 9 31.0%

7 その他 0 0.0%

29 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 10 31.3%

2 ない 22 68.8%

32 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 1 6.7%

2 必要な技術・技能を持っている 6 40.0%

3 業務に必要な資格を取得している 5 33.3%

4 定着率が良い 1 6.7%

5 その他 2 13.3%

15 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 5 50.0%

2 やや満足 2 20.0%

3 やや不満 2 20.0%

4 不満 1 10.0%

10 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 0 0.0%

2 社会人マナー 1 33.3%

3 就業意識 1 33.3%

4 その他 1 33.3%

3 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 ブル・ドーザの運転技能 19 6.2%

2 トラクタ・ショベル（ホイールローダ）の運転技能 27 8.8%

3 油圧ショベルの運転技能 27 8.8%

4 解体用つかみ機の運転技能 23 7.5%

5 ブレーカの運転技能 21 6.8%

6 不整地運搬者の運転技能 24 7.8%

7 フォークリフトの運転技能 14 4.5%

8 移動式クレーンの運転技能 26 8.4%

9 クレーン（５トン未満）の運転技能 20 6.5%

10 玉掛け作業に関する知識及び技能 30 9.7%

11 測量機器（レベル、トランシット、平板）の取扱いに関する知識及び技能 21 6.8%

12 建設機械の整備に関する技術 14 4.5%

13 アーク溶接作業に関する知識及び技能 16 5.2%

14 土木施工に関する基礎的知識及び技能 24 7.8%

15 その他 2 0.6%

308 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 ハイブリッド建設機械に関する技術 17 29.8%

2 電動建設機械に関する技術 6 10.5%

3 情報化施工に関する技術 14 24.6%

4 リサイクル機械に関する技能 14 24.6%

5 高性能林業機械に関する技術及び技能 2 3.5%

6 その他 4 7.0%

57 100.0%

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計
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総回答数合計

総回答数合計

総回答数合計

知ってい

る75.0%
知らない

25.0%

ある

31.3%

ない

68.8%

0 2 4 6 8 10

0

9

4

4

2

2

8

0 1 2 3 4 5 6 7

2

1

5

6

1

0 5 10 15 20 25 30

2

24

16

14

21

30

20

26

14

24

21

23

27

27

19

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

4

2

14

14

6

17

満足

50.0%

やや満足

20.0%

やや不満

20.0%

不満

10.0%

39



問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 測量士補 6 9.2%

2 ガス溶接技能講習 10 15.4%

3 車両系建設機械（締固め用）運転特別教育 25 38.5%

4 クレーン運転士免許証 14 21.5%

5 低圧電気取扱特別教育 5 7.7%

6 その他 5 7.7%

65 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 8 25.0%

2 現状のまま 22 68.8%

3 無回答 2 6.3%

32 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 5 45.5%

2 訓練期間の見直し 3 27.3%

3 カリキュラムの見直し 3 27.3%

4 その他 0 0.0%

　 11 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 3 60.0%

2 定員の減 2 40.0%

5 100.0%

上記で訓練期間の見直しの内容 回答数 構成比

1 訓練期間の延長 0 0.0%

2 訓練期間の短縮 3 100.0%

3 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 66.7%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 無回答 1 33.3%

3 100.0%

現在取得している資格のうち、必要な資格【複数回答】 回答数 構成比

1 移動式クレーン運転士免許 6 10.3%

2 大型特殊自動車運転免許 9 15.5%

3 車両系建設機械（整地・運搬・積込み及び掘削用）運転技能講習修了証 10 17.2%

4 車両系建設機械（解体用）運転技能講習修了証 9 15.5%

5 不整地運搬車運転技能講習修了証 9 15.5%

6 玉掛け技能講習修了証 10 17.2%

7 フォークリフト運転技能講習修了証 5 8.6%

58 100.0%

問７ 建設機械運転関連の人材は不足しているか【１つ選択】 回答数 構成比

1 十分である 10 31.3%

2 不足している 19 59.4%

3 無回答 3 9.4%

32 100.0%

問８ 採用したい人材は何歳程度まで【1つ選択】 回答数 構成比

1 ２０歳代 2 6.3%

2 ３０歳代 12 37.5%

3 ４０歳代 13 40.6%

4 ５０歳代 4 12.5%

5 ６０歳代 0 0.0%

6 制限なし 1 3.1%

32 100.0%

問９ 建設機械運転関係の仕事で、女性が活躍できる業務【１つ回答回答数 構成比

1 ある 14 43.8%

2 ない 18 56.3%

32 100.0%合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計
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鷹巣技術専門校建設機械運転科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２０名、回収率  ６６．７％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 17 85.0%

2 いいえ 3 15.0%

　 20 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 17 85.0%

2 いいえ 3 15.0%

20 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 11 55.0%

2 一部役立っている 9 45.0%

3 役立っていない 0 0.0%

20 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 ブル・ドーザの運転技能 11 6.5%

2 トラクタ・ショベル（ホイールローダ）の運転技能 17 10.1%

3 油圧ショベルの運転技能 15 8.9%

4 解体用つかみ機の運転技能 7 4.2%

5 ブレーカの運転技能 10 6.0%

6 不整地運搬者の運転技能 10 6.0%

7 フォークリフトの運転技能 10 6.0%

8 移動式クレーンの運転技能 12 7.1%

9 クレーン（５トン未満）の運転技能 13 7.7%

10 玉掛け作業に関する知識及び技能 18 10.7%

11 測量機器（レベル、トランシット、平板）の取扱いに関する知識及び技能 7 4.2%

12 建設機械の整備に関する技術 11 6.5%

13 アーク溶接作業に関する知識及び技能 13 7.7%

14 土木施工に関する基礎的知識及び技能 10 6.0%

15 その他 4 2.4%

168 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 ハイブリッド建設機械に関する技術 9 42.9%

2 電動建設機械に関する技術 5 23.8%

3 情報化施工に関する技術 2 9.5%

4 リサイクル機械に関する技能 3 14.3%

5 高性能林業機械に関する技術及び技能 2 9.5%

6 その他 0 0.0%

21 100.0%

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 測量士補 3 8.8%

2 ガス溶接技能講習 10 29.4%

3 車両系建設機械（締固め用）運転特別教育 7 20.6%

4 クレーン運転士免許証 6 17.6%

5 低圧電気取扱特別教育 3 8.8%

6 その他 5 14.7%

34 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 10 50.0%

2 現状のまま 8 40.0%

3 無回答 2 10.0%

20 100.0%合　　計
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問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 4 40.0%

2 訓練期間の見直し 1 10.0%

3 カリキュラムの見直し 5 50.0%

4 その他 0 0.0%

10 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 0 0.0%

2 定員の減 4 100.0%

4 100.0%

上記で訓練期間の見直しの内容 回答数 構成比

1 訓練期間の延長 1 100.0%

2 訓練期間の短縮 0 0.0%

1 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容（複数回答） 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 5 62.5%

2 カリキュラムの削除 3 37.5%

8 100.0%

現在取得している資格のうち、必要な資格【複数回答】 回答数 構成比

1 移動式クレーン運転士免許 6 13.3%

2 大型特殊自動車運転免許 7 15.6%

3 車両系建設機械（整地・運搬・積込み及び掘削用）運転技能講習修了証 7 15.6%

4 車両系建設機械（解体用）運転技能講習修了証 7 15.6%

5 不整地運搬車運転技能講習修了証 6 13.3%

6 玉掛け技能講習修了証 8 17.8%

7 フォークリフト運転技能講習修了証 4 8.9%

45 100.0%

問８ 建設機械運転関係の仕事で、女性が活躍できる業務【１つ回答回答数 構成比

1 ある 13 65.0%

2 ない 6 30.0%

3 無回答 1 5.0%

20 100.0%合　　計

総回答数合計
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秋田技術専門校オフィスビジネス科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　５０社、回答企業数　３９社、回収率　７８．０％】

問１ オフィスビジネス科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 33 84.6%

2 知らない 6 15.4%

39 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 4 8.9%

2 学生募集のパンフレット 7 15.6%

3 校のイベント 0 0.0%

4 ホームページ 5 11.1%

5 就職面接会 19 42.2%

6 在職者訓練 3 6.7%

7 その他 7 15.6%

45 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 26 68.4%

2 ない 12 31.6%

3 無回答 1 2.6%

38 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 11 30.6%

2 必要な技術・技能を持っている 11 30.6%

3 業務に必要な資格を取得している 3 8.3%

4 定着率が良い 3 8.3%

5 その他 8 22.2%

36 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 16 57.1%

2 やや満足 8 28.6%

3 やや不満 3 10.7%

4 不満 0 0.0%

5 無回答 1 3.6%

28 100.0%

※26社のうち1社複数回答

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 1 33.3%

2 社会人マナー 0 0.0%

3 就業意識 1 33.3%

4 その他 1 33.3%

3 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 Ｗｏｒｄの操作 31 19.7%

2 Ｅｘｃｅｌの操作 33 21.0%

3 ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔの操作 21 13.4%

4 簿記の知識 19 12.1%

5 流通業に関する知識 11 7.0%

6 接遇の知識と振る舞い 34 21.7%

7 その他 8 5.1%

157 100.0%
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問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 計算実務能力検定 6 12.8%

2 ビジネス電話検定 9 19.1%

3 ビジネス実務マナー検定 13 27.7%

4 社会常識能力検定 13 27.7%

5 その他 6 12.8%

47 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 3 7.7%

2 現状のまま 25 64.1%

3 無回答 11 28.2%

39 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 2 40.0%

2 カリキュラムの見直し 3 60.0%

3 その他 0 0.0%

　 5 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 2 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

2 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 3 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 24 61.5%

2 採用予定なし 2 5.1%

3 未定 13 33.3%

39 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 3 12.5%

2 条件が合えば検討する 20 83.3%

3 予定していない 0 0.0%

4 無回答 1 4.2%

24 100.0%

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 8 20.5%

2 受け入れしてみたい 4 10.3%

3 今後検討する 20 51.3%

4 受け入れできない 7 17.9%

39 100.0%

礼儀、マナー、多種多様な業務に臨機応変に対処していく力

総回答数合計

合　　計

食品製造の基礎的技術の習得が欲しい

太陽光パネルの設置見積、取付

ビジネス電話に関する知識・技能、敬語の使い方

英会話、日本の文化（お茶、お花等）

データ管理、分析

社会人としての一般常識

財務、経営の知識。社会人基礎力

情報機器、ネットワークに関する知識、工業簿記に関する知識

地域情報から国内情勢、国際情勢まで広い知識吸収力

コンプライアンスについて

ロールプレイング能力

話題性の知識

社会人に必要なマナーに関する知識、会話、話法、交渉力向上のための知識・技能

コミュニケーション能力

合　　計

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計
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秋田技術専門校オフィスビジネス科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２３名、回収率  ７６．７％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 14 60.9%

2 いいえ 8 34.8%

3 無回答 1 4.3%

　 23 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 18 78.3%

2 いいえ 2 8.7%

3 無回答 3 13.0%

23 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 11 47.8%

2 一部役立っている 10 43.5%

3 役立っていない 0 0.0%

4 無回答 2 8.7%

23 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 Ｗｏｒｄの操作 14 17.9%

2 Ｅｘｃｅｌの操作 18 23.1%

3 ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔの操作 4 5.1%

4 簿記の知識 10 12.8%

5 流通業に関する知識 5 6.4%

6 接遇の知識と振る舞い 19 24.4%

7 その他 8 10.3%

78 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

雇用保険の知識

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 計算実務能力検定 3 9.1%

2 ビジネス電話検定 7 21.2%

3 ビジネス実務マナー検定 6 18.2%

4 社会常識能力検定 7 21.2%

5 その他 10 30.3%

33 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 6 26.1%

2 現状のまま 15 65.2%

3 無回答 2 8.7%

23 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 0 0.0%

2 カリキュラムの見直し 5 83.3%

3 その他 1 16.7%

6 100.0%

電話応対に関する技術

総回答数合計

合　　計

合　　計

電話応対や接客に関する知識

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計

お客様に対するマナー接遇

英会話

商品セールスに関する技能、話法

ビジネス電話に関する知識・技能

電話での話し方、敬語

車輛管理に関する知識
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上記でカリキュラムの見直しの内容（複数回答） 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 3 50.0%

2 カリキュラムの削除 3 50.0%

6 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

ホームページビルダや弥生会計など一般ソフトの使い方やｅ-Taxなどで申告の仕方。

総回答数合計

ラッピング等の手先に器用さが求められるのも。接客時のコミュニケーション能力

領収書や印紙の知識

日常的な英会話

ビジネス電話検定

秘書、ビジネスマナー

マーケティングに関する知識、社会保険関係の知識

ファイナンシャルプランナー
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秋田技術専門校情報システム科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　７０社、回答企業数　４３社、回収率　６１．４％】

問１ 情報システム科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 33 76.7%

2 知らない 10 23.3%

43 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 2 4.4%

2 学生募集のパンフレット 5 11.1%

3 校のイベント 1 2.2%

4 ホームページ 7 15.6%

5 就職面接会 13 28.9%

6 在職者訓練 3 6.7%

7 その他 14 31.1%

45 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 20 46.5%

2 ない 22 51.2%

3 無回答 1 2.3%

43 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 6 20.7%

2 必要な技術・技能を持っている 13 44.8%

3 業務に必要な資格を取得している 4 13.8%

4 定着率が良い 1 3.4%

5 その他 5 17.2%

29 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 11 55.0%

2 やや満足 5 25.0%

3 やや不満 0 0.0%

4 不満 2 10.0%

5 無回答 2 10.0%

20 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 0 0.0%

2 社会人マナー 1 50.0%

3 就業意識 0 0.0%

4 その他 1 50.0%

2 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 Ｃ言語 18 2.7%

2 Ｃ＋＋ 20 3.0%

3 Ｃ＃ 22 3.3%

4 ＶＢ．ＮＥＴ 28 4.2%

5 ＪＡＶＡ 31 4.7%

6 ＣＯＢＯＬ 16 2.4%

7 Oracle 28 4.2%

8 ＳＱＬ Server 31 4.7%

9 PostgreＳＱＬ 17 2.6%

10 ＭｙＳＱＬ 15 2.3%

11 Access 24 3.6%

12 設計 27 4.1%

13 構築 30 4.5%

14 Windows Server 37 5.6%

15 Windows７/８ 36 5.4%

16 Linux 26 3.9%

17 Unix 16 2.4%

18 クラウドコンピューティング 17 2.6%

19 ｻｰﾌﾞﾚｯﾄ・JSP 17 2.6%

20 フレームワーク 17 2.6%

21 Visual　Studio 21 3.2%

22 ＰＨＰ 18 2.7%

23 JavaScript 24 3.6%

24 Android 18 2.7%

25 iOS 17 2.6%

26 Windows 20 3.0%

27 ＶＭware 22 3.3%

28 Hyper-V 15 2.3%

29 ＫＶＭ 6 0.9%

30 組込ソフトウェア開発 9 1.4%

31 ＵＭＬ 10 1.5%

32 アジャイル 9 1.4%

662 100.0%総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計
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問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

クラウド用のWebアプリケーション開発

モバイル端末用アプリケーション開発

医療・介護システム開発

クラウドコンピューティング

モバイル端末用アプリケーション開発

アプリケーション開発（スマートフォン・タブレット系）

仮想化の技術

MATLAB/Simulink

自動運転技術関連の技術

ウェラブル端末開発

CGI

業務アプリケーション（開発・販売・運用　コンサル）

デジタルサイネージに関するシステム開発

CCNP以上

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【記入回答】

ITパスポート

情報セキュリティ管理士

情報処理技術者試験（高度）

基本情報、ITコーディネーター、簿記

運転免許

メンテナンス、導入の技術職は必須ではないが電気通信の工事担任者

オラクルマスター

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 10 23.3%

2 現状のまま 26 60.5%

3 無回答 7 16.3%

43 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 3 23.1%

2 カリキュラムの見直し 8 61.5%

3 その他 2 15.4%

　 13 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 3 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

3 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 7 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

7 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 30 69.8%

2 採用予定なし 3 7.0%

3 未定 9 20.9%

4 無回答 1 2.3%

43 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 7 23.3%

2 条件が合えば検討する 21 70.0%

3 予定していない 1 3.3%

4 無回答 1 3.3%

30 100.0%

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 7 16.3%

2 受け入れしてみたい 3 7.0%

3 今後検討する 15 34.9%

4 受け入れできない 17 39.5%

5 無回答 1 2.3%

43 100.0%合　　計

合　　計

総回答数合計
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秋田技術専門校情報システム科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２７名、回収率  ９０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 25 92.6%

2 いいえ 2 7.4%

　 27 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 24 88.9%

2 いいえ 3 11.1%

27 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 7 25.9%

2 一部役立っている 20 74.1%

3 役立っていない 0 0.0%

27 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 Ｃ言語 12 3.8%

2 Ｃ＋＋ 9 2.8%

3 Ｃ＃ 9 2.8%

4 ＶＢ．ＮＥＴ 9 2.8%

5 ＪＡＶＡ 15 4.7%

6 ＣＯＢＯＬ 4 1.3%

7 Oracle 16 5.1%

8 ＳＱＬ Server 12 3.8%

9 PostgreＳＱＬ 4 1.3%

10 ＭｙＳＱＬ 9 2.8%

11 Access 11 3.5%

12 設計 12 3.8%

13 構築 16 5.1%

14 Windows Server 15 4.7%

15 Windows７/８ 24 7.6%

16 Linux 15 4.7%

17 Unix 6 1.9%

18 クラウドコンピューティング 9 2.8%

19 ｻｰﾌﾞﾚｯﾄ・JSP 9 2.8%

20 フレームワーク 8 2.5%

21 Visual　Studio 11 3.5%

22 ＰＨＰ 9 2.8%

23 JavaScript 14 4.4%

24 Android 9 2.8%

25 iOS 10 3.2%

26 Windows 7 2.2%

27 ＶＭware 13 4.1%

28 Hyper-V 4 1.3%

29 ＫＶＭ 1 0.3%

30 組込ソフトウェア開発 7 2.2%

31 ＵＭＬ 7 2.2%

32 アジャイル 0 0.0%

316 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

モバイル端末用アプリケーション開発

クラウド系サービスの操作（Sales Forceアプリ開発、WindowsAzure等）

仮想技術全般（ＶＭＷＡＲＥ等）、資源の効率化

 仮想化（VDI）　Hyper-V（SCVMN)　ESXi　Xen Server(Xen Disctop,Xen App)NAS（Data Ontap)

地場向けの独立系Ｓｌｅｒとしてはシステムに関する技術というより開発現場レベルにおいての営業力（営業スキル）が必要。

スマホのアプリ開発

ネットワーク基礎知識

Android、iOSのモバイル開発、Web開発技術全般

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計
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問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【記入回答】

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 19 70.4%

2 現状のまま 7 25.9%

3 無回答 1 3.7%

27 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 3 12.0%

2 カリキュラムの見直し 18 72.0%

3 その他 4 16.0%

25 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 3 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

3 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容（複数回答） 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 15 68.2%

2 カリキュラムの削除 7 31.8%

22 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

組み込みソフトウェア開発、マイコン知識

Excelのマクロ（プログラム）作成

ネットワークの基礎知識

Ｗｅｂ作成ソフトの知識をもっと深く学べば良かった。Adobe Ilustrator/Dream weaverなど

C#、C++関連PG技術、知識、応用情報技術者試験資格取得、ASP.NET、CSS、JavaScript、PHP等のWeb系

Windows、Linuxのサーバ構築の技術など

  正しい日本語の使い回し・電気回路図の見方・情報系インフラ普及に伴う知識

情報処理資格

Oracle、SQL Server等のＤＢ知識

「コミュニケーション能力」が重要

 データベース関連の技術（Oracle,SQLServer,Access等）・各種ドキュメント作成方法（仕様書、データベース設計書、議事録）

Windows Server OS、AD・クライアントOSとサーバOSの違い・物理ネットワーク・IP、DNS、DHCP、デフォルトゲートウェイ等

実プロジェクトに近い授業等によるプロジェクトの進め方の知識・データベースを使用したプログラミング技術・ビジネスマナー

仕様書類の作成技法、Objective-C言語のコーディング技法

①サーブレット・JSP②プログラムの組み方・考え方③単体・結合テストの考え方

Macintoshの操作など・WiFi接続時のセキュリティ（ルータ等）設定

ITパスポート、基本情報

ＤＢサーバとからめたＶｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃプログラミング

ＴＯＥＩＣ

CompTIA Project +／security+／server+

電気通信主任技術者

第一種電気工事士

日商PC検定（２級）

オラクルマスター

合　　計

総回答数合計

アプリケーション開発、設計・ネットワーク設計、構築・仮想化技術・ＤＢ設計、構築、ＤＢ連携アプリケーション開発・デバッグ
（レビュー、検証、妥当性評価含む）技術・簿記

ＳＱＬの基礎知識（SELECT,INSERT,UPDATE,DELETE文等）・一般常識、マナーについて

情報処理技術者試験全般

MCP

Oracle認定Java資格

医療情報技士

合　　計

総回答数合計

変更が

必要

70.4%
現状の

まま

25.9%

無回答

3.7%
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秋田技術専門校自動車整備科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　５０社、回答企業数　４１社、回収率　８２．０％】

問１ 自動車整備科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 40 97.6%

2 知らない 1 2.4%

41 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 14 21.5%

2 学生募集のパンフレット 6 9.2%

3 校のイベント 1 1.5%

4 ホームページ 15 23.1%

5 就職面接会 11 16.9%

6 在職者訓練 6 9.2%

7 その他 12 18.5%

65 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 26 63.4%

2 ない 15 36.6%

41 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 13 23.6%

2 必要な技術・技能を持っている 18 32.7%

3 業務に必要な資格を取得している 16 29.1%

4 定着率が良い 5 9.1%

5 その他 3 5.5%

55 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 13 50.0%

2 やや満足 8 30.8%

3 やや不満 2 7.7%

4 不満 2 7.7%

5 無回答 1 3.8%

26 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 2 33.3%

2 社会人マナー 2 33.3%

3 就業意識 1 16.7%

4 その他 1 16.7%

6 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 損害保険募集人技能 24 14.3%

2 二級自動車整備士技能 36 21.4%

3 低圧電気取扱技能 21 12.5%

4 ガス溶接技能 18 10.7%

5 アーク溶接技能 15 8.9%

6 自由研削砥石取り替え試運転技能 7 4.2%

7 玉掛け技能 9 5.4%

8 床上操作式クレーン運転技能 9 5.4%

9 危険物取扱技能 13 7.7%

10 その他 16 9.5%

168 100.0%

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計
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問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

ハイブリッド等の新技術

電気回路、自動制御

電気・電子に関する技能

農業機械整備に関する技能

パソコン操作

人との関わり面、コミュニケーション能力

燃料電池に関する技能

シーケンサー回路の知識

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 ＣＮＧ自動車点検整備責任者 2 2.2%

2 玉掛け技能講習 8 8.7%

3 研削砥石取替え・試運転特別教育 9 9.8%

4 タイヤ空気圧充てん特別教育 13 14.1%

5 有機溶剤作業主任者技能講習 8 8.7%

6 中古自動車査定士 14 15.2%

7 危険物取扱者 13 14.1%

8 アーク溶接特別教育 14 15.2%

9 その他 11 12.0%

92 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 18 43.9%

2 現状のまま 20 48.8%

3 無回答 3 7.3%

41 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 14 73.7%

2 カリキュラムの見直し 2 10.5%

3 その他 3 15.8%

　 19 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 14 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

14 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

2 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 32 78.0%

2 採用予定なし 0 0.0%

3 未定 9 22.0%

41 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 21 61.8%

2 条件が合えば検討する 11 32.4%

3 予定していない 1 2.9%

4 無回答 1 2.9%

34 100.0%

※２社複数回答

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 18 43.9%

2 受け入れしてみたい 4 9.8%

3 今後検討する 13 31.7%

4 受け入れできない 4 9.8%

5 無回答 2 4.9%

41 100.0%合　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計
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秋田技術専門校自動車整備科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２４名、回収率  ８０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 22 91.7%

2 いいえ 2 8.3%

　 24 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 23 95.8%

2 いいえ 1 4.2%

24 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 15 62.5%

2 一部役立っている 8 33.3%

3 役立っていない 1 4.2%

24 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 損害保険募集人技能 18 19.4%

2 二級自動車整備士技能 23 24.7%

3 低圧電気取扱技能 19 20.4%

4 ガス溶接技能 16 17.2%

5 アーク溶接技能 7 7.5%

6 自由研削砥石取り替え試運転技能 1 1.1%

7 玉掛け技能 3 3.2%

8 床上操作式クレーン運転技能 1 1.1%

9 危険物取扱技能 3 3.2%

10 その他 2 2.2%

93 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 ＣＮＧ自動車点検整備責任者 2 9.5%

2 玉掛け技能講習 2 9.5%

3 研削砥石取替え・試運転特別教育 1 4.8%

4 タイヤ空気圧充てん特別教育 5 23.8%

5 有機溶剤作業主任者技能講習 0 0.0%

6 中古自動車査定士 4 19.0%

7 危険物取扱者 2 9.5%

8 アーク溶接特別教育 3 14.3%

9 その他 2 9.5%

21 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 7 29.2%

2 現状のまま 17 70.8%

24 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 2 22.2%

2 カリキュラムの見直し 6 66.7%

3 その他 1 11.1%

9 100.0%

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計

中型免許

日産検定

総回答数合計

合　　計

総回答数合計
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 2 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

2 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 6 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

6 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

トヨタ系列なので低圧電気取扱特別教育などの知識を習得した方がいいと思いました

 ハイブリッドなどの電気回路等の知識故障診断の応用など

低圧電気取扱作業者に関する技能

低圧電気取扱特別教育

ＨＶに関して実際に車両があれば学ぶことのできる最大の教材だと思う。

タイミングベルトの交換法
  接客マナー・工具の正しい使い方、名称・故障探求

 冷媒回収技術者登録証中型自動車第一種運転免許
中型自動車の免許（４ｔ以上が運転できないから）

 故障探求の知識技能チェックランプの内容
定期点検を一通りできるように訓練する時間
整備の技術をもっと習得したかった

 故障診断技術保安基準について実車を使い正しく身に付ける
電気に関する知識
民間工場ではアーク溶接やガス溶接を使用することが多いのでアーク溶接の知識や技能を習得した方がいいと思います

  扁平率の低いタイヤの組み替えエンジンをかけたままのバッテリ交換方法パワステフルード交換
  車検点検の流れ電子制御Ａ／Ｃ関係の修理

 扁平率の低いタイヤの組み替えランフラットタイヤの組み替え
損保一般（自動車）

合　　計

合　　計
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秋田技術専門校メカトロニクス科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　６０社、回答企業数　４７社、回収率　７８．３％】

問１ メカトロニクス科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 41 87.2%

2 知らない 6 12.8%

47 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 7 14.3%

2 学生募集のパンフレット 3 6.1%

3 校のイベント 0 0.0%

4 ホームページ 10 20.4%

5 就職面接会 10 20.4%

6 在職者訓練 3 6.1%

7 その他 16 32.7%

49 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 34 72.3%

2 ない 13 27.7%

47 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 13 22.4%

2 必要な技術・技能を持っている 23 39.7%

3 業務に必要な資格を取得している 10 17.2%

4 定着率が良い 5 8.6%

5 その他 7 12.1%

58 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 20 57.1%

2 やや満足 10 28.6%

3 やや不満 3 8.6%

4 不満 1 2.9%

5 無回答 1 2.9%

35

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 3 33.3%

2 社会人マナー 3 33.3%

3 就業意識 2 22.2%

4 その他 1 11.1%

9

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 加工（旋盤・フライス盤）の技能 12 7.6%

2 ＮＣ工作機械の操作の技能（プログラムを含む） 12 7.6%

3 溶接・板金の技能 18 11.5%

4 電気・電子・制御の技能 31 19.7%

5 マイコンについての技能（プログラムを含む） 8 5.1%

6 機械製図（ＣＡＤ）の技能 23 14.6%

7 組込システムの技能 7 4.5%

8 電気工事の技能 27 17.2%

9 ＰＬＣについての技能（プログラムを含む） 9 5.7%

10 その他 10 6.4%

157 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

省エネ診断技能

CAD技能、再生可能エネルギーに関する知識・技能

マイコンについての技能、加工技術

メカ・プラント関係のメンテナンスに関する技能、工場外での作業に対する安全も含めた知識・資格

施工管理に関する技能

真空乾燥技術

新素材に関する技能、耐久試験に関する技術

生産管理に関する技能

多品種少量の仕事が多く段取り時間の削減の考え方、工程集約加工技術（五軸加工、複合加工）

無接点制御系の知識

バッテリーへの蓄電、放電に関する知識、燃料電池に関する基礎知識

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計
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問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

QC手法

３次元CAD（CATIA）／CAM技能とプログラミング、３次元測定の技能、電気制御の技能、高度な溶接技能

太陽光等、発電分野

電気工事2種管理に関する技能、電装修理にかかわるメカトロ技能

新エネルギー太陽光、風力発電の知識

太陽光発電ソーラーシステムの技能

冷凍技術

パソコン操作に対する技能

ボイラー技士、生産管理

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級技能検定（シーケンス作業等） 9 10.7%

2 ３次元ＣＡＤ利用技術者 10 11.9%

3 第３種電気主任技術者 16 19.0%

4 消防設備士 14 16.7%

5 危険物取扱者 13 15.5%

6 その他 22 26.2%

84 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 6 12.8%

2 現状のまま 32 68.1%

3 無回答 9 19.1%

47 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 1 16.7%

2 カリキュラムの見直し 3 50.0%

3 その他 2 33.3%

　 6 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

1 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 66.7%

2 カリキュラムの削除 1 33.3%

3 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 28 59.6%

2 採用予定なし 4 8.5%

3 未定 14 29.8%

4 無回答 1 2.1%

47 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 10 34.5%

2 条件が合えば検討する 15 51.7%

3 予定していない 1 3.4%

4 無回答 3 10.3%

29 100.0%

※28社のうち1社複数回答

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 10 21.3%

2 受け入れしてみたい 3 6.4%

3 今後検討する 22 46.8%

4 受け入れできない 11 23.4%

5 無回答 1 2.1%

47 100.0%合　　計

総回答数合計

合　　計

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計
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秋田技術専門校メカトロニクス科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　１９名、回収率  ６３．３％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 17 89.5%

2 いいえ 2 10.5%

　 19 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 16 84.2%

2 いいえ 3 15.8%

19 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 5 26.3%

2 一部役立っている 14 73.7%

3 役立っていない 0 0.0%

19 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 加工（旋盤・フライス盤）の技能 4 6.9%

2 ＮＣ工作機械の操作の技能（プログラムを含む） 4 6.9%

3 溶接・板金の技能 10 17.2%

4 電気・電子・制御の技能 14 24.1%

5 マイコンについての技能（プログラムを含む） 0 0.0%

6 機械製図（ＣＡＤ）の技能 5 8.6%

7 組込システムの技能 0 0.0%

8 電気工事の技能 13 22.4%

9 ＰＬＣについての技能（プログラムを含む） 4 6.9%

10 その他 4 6.9%

58 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【記入回答】

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級技能検定（シーケンス作業等） 1 3.8%

2 ３次元ＣＡＤ利用技術者 1 3.8%

3 第３種電気主任技術者 6 23.1%

4 消防設備士 4 15.4%

5 危険物取扱者 2 7.7%

6 その他 12 46.2%

26 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 4 21.1%

2 現状のまま 15 78.9%

19 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 1 25.0%

2 カリキュラムの見直し 3 75.0%

3 その他 0 0.0%

4 100.0%

原子力の技術

合　　計

合　　計

合　　計

総回答数合計

制御システムの遠隔監視技術

総回答数合計

施工管理に関する技能、知識、エネルギー管理に関する知識

生産管理関連の技能

消防設備士

CAD

総回答数合計

合　　計
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 0 0.0%

2 定員の減 1 100.0%

1 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 100.0%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

2 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

電気に関する知識全般

ＫＹ、ＲＡ（危険予知、リスクアセスメント）について

クレーン、玉掛け

空圧の知識
エネルギー（特に熱量）などに関する知識
第二種電気工事士
生産管理に関する知識、Excelの使い方（関数、マクロ）
設計、監理の技能、ＣＡＤの使い方
平面研磨の使い方、それを使ってのものづくり
第一種電気工事士
電気工事に関する技術・技能

合　　計

合　　計
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大曲技術専門校機械システム科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　７０社、回答企業数　６４社、回収率　９１．４％】

問１ 機械システム科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 46 71.9%

2 知らない 18 28.1%

64 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 7 14.6%

2 学生募集のパンフレット 6 12.5%

3 校のイベント 1 2.1%

4 ホームページ 6 12.5%

5 就職面接会 3 6.3%

6 在職者訓練 7 14.6%

7 その他 18 37.5%

48 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 31 48.4%

2 ない 33 51.6%

64 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 6 15.0%

2 必要な技術・技能を持っている 22 55.0%

3 業務に必要な資格を取得している 7 17.5%

4 定着率が良い 2 5.0%

5 その他 3 7.5%

40 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 7 22.6%

2 やや満足 15 48.4%

3 やや不満 4 12.9%

4 不満 2 6.5%

5 無回答 3 9.7%

31 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 5 50.0%

2 社会人マナー 2 20.0%

3 就業意識 3 30.0%

4 その他 0 0.0%

10 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 加工（旋盤・フライス盤）の技能 43 17.3%

2 ＮＣ工作機械の操作の技能 50 20.2%

3 溶接の技能 43 17.3%

4 精密測定の技能 34 13.7%

5 機械製図（２次元ＣＡＤ）の技能 37 14.9%

6 機械保全の技能 35 14.1%

7 その他 6 2.4%

248 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 機械設計の知識・技能 33 32.7%

2 制御系組立の技能 19 18.8%

3 デジタルツール（３次元ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＥ等）を活用した製造技能 43 42.6%

4 その他 6 5.9%

101 100.0%

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級機械加工技能士 16 10.1%

2 玉掛け作業主任者技能講習修了証 36 22.6%

3 フオークリフト運転技能講習修了証 39 24.5%

4 3次元CAD利用技術者 24 15.1%

5 2次元CAD利用技術者 17 10.7%

6 危険物取扱者免状乙種第４類 13 8.2%

7 その他 14 8.8%

159 100.0%

合　　　計

総回答数合計

合　　　計
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問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 17 26.6%

2 現状のまま 34 53.1%

3 無回答 13 20.3%

64 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 8 47.1%

2 カリキュラムの見直し 6 35.3%

3 その他 3 17.6%

　 17 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 4 50.0%

2 定員の減 4 50.0%

8 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 5 83.3%

2 カリキュラムの削除 1 16.7%

6 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 29 45.3%

2 採用予定なし 10 15.6%

3 未定 24 37.5%

4 無回答 1 1.6%

64 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 2 6.9%

2 条件が合えば検討する 20 69.0%

3 予定していない 6 20.7%

4 無回答 1 3.4%

29 100.0%

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 12 18.8%

2 受け入れしてみたい 6 9.4%

3 今後検討する 30 46.9%

4 受け入れできない 16 25.0%

64 100.0%

総回答数合計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

変更が

必要

26.6%
現状の

まま

53.1%

無回答

20.3%

採用予定

あり

45.3%

採用予定

なし

15.6％

未定

37.5%

無回答

1.6%

すでに受け

入れている

18.8%

受け入れして

みたい

9.4％

今後検討

する

46.9%

受け入れ

できない

25.0％

予定して

いる

6.9%

条件が合え

ば検討する

69.0%

予定して

いない

20.7%

無回答

3.4%

60



大曲技術専門校機械システム科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２４名、回収率  ８０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 22 91.7%

2 いいえ 2 8.3%

　 24 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 22 91.7%

2 いいえ 1 4.2%

3 無回答 1 4.2%

24 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 8 33.3%

2 一部役立っている 15 62.5%

3 役立っていない 1 4.2%

24 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 加工（旋盤・フライス盤）の技能 14 16.1%

2 ＮＣ工作機械の操作の技能 12 13.8%

3 溶接の技能 16 18.4%

4 精密測定の技能 16 18.4%

5 機械製図（２次元ＣＡＤ）の技能 9 10.3%

6 機械保全の技能 12 13.8%

7 その他 8 9.2%

87 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 機械設計の知識・技能 12 36.4%

2 制御系組立の技能 6 18.2%

3 デジタルツール（３次元ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＥ等）を活用した製造技能 11 33.3%

4 その他 4 12.1%

33 100.0%

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級機械加工技能士 5 11.1%

2 玉掛け作業主任者技能講習修了証 12 26.7%

3 フオークリフト運転技能講習修了証 9 20.0%

4 3次元CAD利用技術者 5 11.1%

5 2次元CAD利用技術者 6 13.3%

6 危険物取扱者免状乙種第４類 2 4.4%

7 その他 6 13.3%

45 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 11 45.8%

2 現状のまま 13 54.2%

24 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 8 53.3%

2 カリキュラムの見直し 6 40.0%

3 その他 1 6.7%

15 100.0%
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 12.5%

2 定員の減 7 87.5%

8 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 5 83.3%

2 カリキュラムの削除 1 16.7%

6 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

フォークリフト運転技能講習

危険物取扱者乙４類・TIG溶接・管工事施行管理技士・ボイラー技士

ＮＣタップ　曲げ加工

ＮＣ加工とNCのプログラムを作る上でのより深い知識

溶接で生じる歪み、曲り等への予防・対処等

フライス加工での条件の出しかた（送り、回転数など）

フォークリフト、NC,MCのプログラム検定

玉掛け

フォークリフトの免許

ＭＣの内容・ＣＡＤ、プログラムの作成、編集など

アルミ溶接等

技能検定（フライス盤作業）・ＮＣやプログラミングに関する知識や技能（詳しく）　　　

製図系・材料系をもっと深く学べる期間

アルミ溶接とステンレスの溶接・仕上げのサンダー掛け

合　　計

合　　計
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大曲技術専門校電気システム科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　７０社、回答企業数　４７社、回収率　６７．１％】

問１ 電気システム科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 41 87.2%

2 知らない 6 12.8%

47 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 6 11.8%

2 学生募集のパンフレット 8 15.7%

3 校のイベント 2 3.9%

4 ホームページ 4 7.8%

5 就職面接会 2 3.9%

6 在職者訓練 14 27.5%

7 その他 15 29.4%

51 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 27 57.4%

2 ない 20 42.6%

47 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 10 22.7%

2 必要な技術・技能を持っている 11 25.0%

3 業務に必要な資格を取得している 18 40.9%

4 定着率が良い 1 2.3%

5 その他 4 9.1%

44 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 14 51.9%

2 やや満足 6 22.2%

3 やや不満 6 22.2%

4 不満 1 3.7%

27 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 3 21.4%

2 社会人マナー 5 35.7%

3 就業意識 4 28.6%

4 その他 2 14.3%

14 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 一般住宅の屋内配線工事に関する知識・技能 38 7.2%

2 自家用電気工作物の電気工事に関する知識 36 6.8%

3 第二種電気工事士の知識・技能 34 6.4%

4 第一種電気工事士程度の知識・技能 39 7.4%

5 消防設備士に関する知識・技能 22 4.2%

6 消防設備士の資格（甲種４類・乙種７類） 22 4.2%

7 工事担任者に関する知識・技能 17 3.2%

8 工事担任者の資格（ＤＤ三種・一種、ＡＩ三種等） 10 1.9%

9 施工管理に関する知識 40 7.6%

10 自動制御に関する知識・技能（有接点） 19 3.6%

11 ＰＬＣを使用した自動制御に関する知識・技能 8 1.5%

12 ＪＷＣＡＤによる製図 27 5.1%

13 パソコンを使用しての表計算や文章作成 34 6.4%

14 電気工事における見積・積算の基礎知識 32 6.1%

15 新エネルギーに関する知識 16 3.0%

16 太陽光発電の施工に関する知識・技能 23 4.4%

17 高所作業車特別安全教育 29 5.5%

18 研削砥石の取替え等の業務に係る特別教育 23 4.4%

19 低圧電気取扱特別教育 27 5.1%

20 安全衛生に関する知識 28 5.3%

21 その他 4 0.8%

528 100.0%

合　　　計
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合　　　計
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問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 (1)自家用電気工作物の保守点検業務に関する知識等 25 30.1%

2 (2)風力発電設備の施工に関する知識・技能 17 20.5%

3 (3)燃料電池発電設備の施工に関する知識・技能 21 25.3%

4 (4)上記(2)(3)以外の新エネルギー分野の発電設備に関する知識等 15 18.1%

5 その他 5 6.0%

83 100.0%

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級電気工事施工管理技士 36 29.0%

2 ２級電気工事施工管理技士 33 26.6%

3 第３種電気主任技術者 9 7.3%

4 工事担任者　AI第１種 5 4.0%

5 工事担任者　DD第１種 6 4.8%

6 高所作業車運転技能講習修了証 29 23.4%

7 その他 6 4.8%

124 100.0%

問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 10 21.3%

2 現状のまま 20 42.6%

3 無回答 17 36.2%

47 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 5 38.5%

2 カリキュラムの見直し 6 46.2%

3 その他 2 15.4%

　 13 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 5 100.0%

2 定員の減 0 0.0%

5 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 4 66.7%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 無回答 2 33.3%

6 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 31 66.0%

2 採用予定なし 3 6.4%

3 未定 10 21.3%

4 無回答 3 6.4%

47 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 15 45.5%

2 条件が合えば検討する 15 45.5%

3 予定していない 3 9.1%

33 100.0%

※31社うち2社複数回答

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 12 25.5%

2 受け入れしてみたい 5 10.6%

3 今後検討する 19 40.4%

4 受け入れできない 7 14.9%

5 無回答 4 8.5%

47 100.0%

総回答数合計

総回答数合計

総回答数合計
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大曲技術専門校電気システム科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２１名、回収率  ７０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 19 90.5%

2 いいえ 2 9.5%

　 21 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 20 95.2%

2 いいえ 1 4.8%

21 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 10 47.6%

2 一部役立っている 11 52.4%

3 役立っていない 0 0.0%

21 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 一般住宅の屋内配線工事に関する知識・技能 17 8.2%

2 自家用電気工作物の電気工事に関する知識 16 7.7%

3 第二種電気工事士の知識・技能 21 10.1%

4 第一種電気工事士程度の知識・技能 15 7.2%

5 消防設備士に関する知識・技能 10 4.8%

6 消防設備士の資格（甲種４類・乙種７類） 6 2.9%

7 工事担任者に関する知識・技能 3 1.4%

8 工事担任者の資格（ＤＤ三種・一種、ＡＩ三種等） 1 0.5%

9 施工管理に関する知識 12 5.8%

10 自動制御に関する知識・技能（有接点） 9 4.3%

11 ＰＬＣを使用した自動制御に関する知識・技能 6 2.9%

12 ＪＷＣＡＤによる製図 10 4.8%

13 パソコンを使用しての表計算や文章作成 9 4.3%

14 電気工事における見積・積算の基礎知識 7 3.4%

15 新エネルギーに関する知識 3 1.4%

16 太陽光発電の施工に関する知識・技能 8 3.8%

17 高所作業車特別安全教育 17 8.2%

18 研削砥石の取替え等の業務に係る特別教育 11 5.3%

19 低圧電気取扱特別教育 11 5.3%

20 安全衛生に関する知識 15 7.2%

21 その他 1 0.5%

208 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 自家用電気工作物の保守点検業務に関する知識等 12 52.2%

2 風力発電設備の施工に関する知識・技能 5 21.7%

3 燃料電池発電設備の施工に関する知識・技能 2 8.7%

4 上記２・３以外の新エネルギー分野の発電設備に関する知識等 4 17.4%

5 その他 0 0.0%

23 100.0%

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 １級電気工事施工管理技士 14 25.5%

2 ２級電気工事施工管理技士 11 20.0%

3 第３種電気主任技術者 2 3.6%

4 工事担任者　AI第１種 1 1.8%

5 工事担任者　DD第１種 1 1.8%

6 高所作業車運転技能講習修了証 19 34.5%

7 その他 7 12.7%

55 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 11 52.4%

2 現状のまま 8 38.1%

3 無回答 2 9.5%

21 100.0%合　　計

総回答数合計

合　　計
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問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 5 38.5%

2 カリキュラムの見直し 4 30.8%

3 その他 4 30.8%

13 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 20.0%

2 定員の減 4 80.0%

5 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 50.0%

2 カリキュラムの削除 2 50.0%

4 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

昇柱、降柱訓練

昇柱訓練

アンカー（あと施工）に関する知識と技術

玉掛け、移動式クレーン

配線や結線、制御盤の知識、図面の見方

総回答数合計

合　　計

合　　計

動力電源工事、一般住宅の構造（天井裏での足場について、モールボックスを使う場合、使わない場合について、キュービクルから分
電盤に幹線を引き込む際の方法）
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大曲技術専門校建築施工科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　７０社、回答企業数　５３社、回収率　７５．７％】

問１ 建築施工科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 53 100.0%

2 知らない 0 0.0%

53 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 15 22.1%

2 学生募集のパンフレット 9 13.2%

3 校のイベント 4 5.9%

4 ホームページ 5 7.4%

5 就職面接会 7 10.3%

6 在職者訓練 9 13.2%

7 その他 19 27.9%

68 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 44 83.0%

2 ない 9 17.0%

53 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 18 29.0%

2 必要な技術・技能を持っている 27 43.5%

3 業務に必要な資格を取得している 5 8.1%

4 定着率が良い 5 8.1%

5 その他 7 11.3%

62 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 21 45.7%

2 やや満足 11 23.9%

3 やや不満 10 21.7%

4 不満 1 2.2%

5 無回答 3 6.5%

46 100.0%

※44社のうち2社複数回答

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 7 35.0%

2 社会人マナー 6 30.0%

3 就業意識 6 30.0%

4 その他 1 5.0%

20 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 手工具使用法 45 15.5%

2 電動工具使用法 49 16.9%

3 木工機械使用法 45 15.5%

4 建設機械操作（小型車両系） 26 9.0%

5 建築ＣＡＤ操作 17 5.9%

6 設計及び製図作成 19 6.6%

7 測量器具の取扱い 19 6.6%

8 型枠の組立・解体 15 5.2%

9 足場の組立・解体 34 11.7%

10 パソコン操作（ワープロ・表計算） 19 6.6%

11 その他 2 0.7%

290 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 自然エネルギー利用関連技術 28 33.7%

2 ＨＥＭＳ、スマートハウス 16 19.3%

3 地震対策技術 29 34.9%

4 ホームページ作成 7 8.4%

5 その他 3 3.6%

83 100.0%

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 ２級建築施工管理技士 40 22.5%

2 木造建築物の組立て等作業主任者技能講習修了証 46 25.8%

3 足場の組立て等作業主任者技能講習修了証 39 21.9%

4 玉掛け作業主任者技能講習修了証 41 23.0%

5 大型自動車第一種免許 7 3.9%

6 その他 5 2.8%

178 100.0%
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問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 10 18.9%

2 現状のまま 29 54.7%

3 無回答 14 26.4%

53 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容【複数回答】 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 8 61.5%

2 カリキュラムの見直し 3 23.1%

3 その他 2 15.4%

　 13 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 2 25.0%

2 定員の減 2 25.0%

3 無回答 4 50.0%

8 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 66.7%

2 カリキュラムの削除 1 33.3%

3 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 25 47.2%

2 採用予定なし 10 18.9%

3 未定 14 26.4%

4 無回答 4 7.5%

53 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 予定している 13 50.0%

2 条件が合えば検討する 12 46.2%

3 予定していない 0 0.0%

4 無回答 1 3.8%

26 100.0%

※25社のうち1社複数回答

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 12 22.6%

2 受け入れしてみたい 11 20.8%

3 今後検討する 16 30.2%

4 受け入れできない 9 17.0%

5 無回答 5 9.4%

53 100.0%

総回答数合計
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大曲技術専門校建築施工科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２３名、回収率  ７６．７％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 18 78.3%

2 いいえ 5 21.7%

　 23 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 21 91.3%

2 いいえ 2 8.7%

23 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 20 87.0%

2 一部役立っている 2 8.7%

3 役立っていない 1 4.3%

23 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 手工具使用法 21 14.9%

2 電動工具使用法 20 14.2%

3 木工機械使用法 18 12.8%

4 建設機械操作（小型車両系） 12 8.5%

5 建築ＣＡＤ操作 8 5.7%

6 設計及び製図作成 10 7.1%

7 測量器具の取扱い 17 12.1%

8 型枠の組立・解体 10 7.1%

9 足場の組立・解体 17 12.1%

10 パソコン操作（ワープロ・表計算） 5 3.5%

11 その他 3 2.1%

141 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 自然エネルギー利用関連技術 15 41.7%

2 ＨＥＭＳ、スマートハウス 5 13.9%

3 地震対策技術 13 36.1%

4 ホームページ作成 2 5.6%

5 その他 1 2.8%

36 100.0%

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 ２級建築施工管理技士 10 15.9%

2 木造建築物の組立て等作業主任者技能講習修了証 16 25.4%

3 足場の組立て等作業主任者技能講習修了証 13 20.6%

4 玉掛け作業主任者技能講習修了証 15 23.8%

5 大型自動車第一種免許 4 6.3%

6 その他 5 7.9%

63 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 5 21.7%

2 現状のまま 12 52.2%

3 無回答 6 26.1%

23 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 2 40.0%

2 カリキュラムの見直し 3 60.0%

3 その他 0 0.0%

5 100.0%
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 0 0.0%

2 定員の減 2 100.0%

2 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 2 66.7%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 1 33.3%

3 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

積算の方法、数量の捨い方等・測量の実技

規矩術

質の高い技術

測量の知識

電装工具の使用法

電動工具の取り扱い・一般住宅の見積もりの仕方

ＣＡＤをもうすこし詳しく

建築士などの資格を取るための勉強など

ユニック、玉掛け、フォークリフトなどの資格

在学中に取れるもの全部

足場組立て等作業者主任者技能講習・木造組立て等作業者主任者技能講習

建て方の基本的な知識、流れ等をもっと重点的に・玉掛け合図

合　　計

合　　計
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大曲技術専門校色彩デザイン科アンケート集計結果（採用担当者）

【アンケート対象企業数　７０社、回答企業数　４８社、回収率　６８．６％】

問１ 色彩デザイン科を知っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 知っている 34 70.8%

2 知らない 14 29.2%

48 100.0%

問１で「知っている」企業は何で知ったか【複数回答】 回答数 構成比

1 知人 6 16.7%

2 学生募集のパンフレット 9 25.0%

3 校のイベント 4 11.1%

4 ホームページ 2 5.6%

5 就職面接会 3 8.3%

6 在職者訓練 2 5.6%

7 その他 10 27.8%

36 100.0%

問２ 修了生を採用したことがあるか【1つ選択】 回答数 構成比

1 ある 14 29.2%

2 ない 33 68.8%

3 無回答 1 2.1%

48 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した理由【複数回答】 回答数 構成比

1 以前から修了生を採用している 4 25.0%

2 必要な技術・技能を持っている 5 31.3%

3 業務に必要な資格を取得している 1 6.3%

4 定着率が良い 0 0.0%

5 その他 6 37.5%

16 100.0%

問２で「ある」企業の修了生を採用した結果【1つ選択】 回答数 構成比

1 満足 4 28.6%

2 やや満足 4 28.6%

3 やや不満 2 14.3%

4 不満 2 14.3%

5 無回答 2 14.3%

14 100.0%

上記の問いで「不満」な部分【複数回答】 回答数 構成比

1 技術・技能的な能力 1 14.3%

2 社会人マナー 3 42.9%

3 就業意識 3 42.9%

4 その他 0 0.0%

7 100.0%

問３ 事業を行う上で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 建築塗装の技能 21 16.7%

2 スプレー塗装の技能 28 22.2%

3 下地処理の技能 30 23.8%

4 看板製作の技能 6 4.8%

5 PC画像処理の技能 11 8.7%

6 木工造作の技能 5 4.0%

7 内装施工の技能 5 4.0%

8 その他 20 15.9%

126 100.0%

問４ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】

1 特殊塗装仕上げの技能 19 35.2%

2 測定・検査の技能 6 11.1%

3 色彩コーディネートの技能 19 35.2%

4 その他 10 18.5%

54 100.0%

問５ 業務上、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 有機溶剤作業主任者技能講習修了証 33 35.1%

2 足場の組立て等作業主任者技能講習修了証 18 19.1%

3 木材加工用機械作業主任者技能講習修了証 4 4.3%

4 インテリアコーディネーター 5 5.3%

5 自動車車体整備士 10 10.6%

6 その他 24 25.5%

94 100.0%
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問６ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 18 37.5%

2 現状のまま 14 29.2%

3 無回答 16 33.3%

48 100.0%

問６で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 5 25.0%

2 カリキュラムの見直し 6 30.0%

3 その他 9 45.0%

　 20 100.0%

上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 1 20.0%

2 定員の減 2 40.0%

3 無回答 2 40.0%

5 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 5 83.3%

2 カリキュラムの削除 0 0.0%

3 無回答 1 16.7%

6 100.0%

問７ 今後３年間の採用予定【1つ選択】 回答数 構成比

1 採用予定あり 13 27.1%

2 採用予定なし 13 27.1%

3 未定 21 43.8%

4 無回答 1 2.1%

48 100.0%

問７で「採用予定あり」企業で訓練生の採用予定（1つ選択） 回答数 構成比

1 予定している 2 15.4%

2 条件が合えば検討する 8 61.5%

3 予定していない 2 15.4%

4 無回答 1 7.7%

13 100.0%

問８ インターンシップの受け入れ【1つ選択】 回答数 構成比

1 すでに受け入れている 6 12.5%

2 受け入れしてみたい 5 10.4%

3 今後検討する 23 47.9%

4 受け入れできない 12 25.0%

5 無回答 2 4.2%

48 100.0%
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大曲技術専門校色彩デザイン科アンケート集計結果（修了生）

【アンケート対象修了生　３０名、回答数　２１名、回収率  ７０．０％】

問１ 修了時に就職した会社に就労しているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 19 90.5%

2 いいえ 2 9.5%

　 21 100.0%

問２ 訓練内容と関連のある業務か【1つ選択】 回答数 構成比

1 はい 16 76.2%

2 いいえ 4 19.0%

3 無回答 1 4.8%

21 100.0%

問３ 学んだ知識は役立っているか【1つ選択】 回答数 構成比

1 大変役立っている 6 28.6%

2 一部役立っている 12 57.1%

3 役立っていない 3 14.3%

21 100.0%

問４ 会社で必要となる知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 建築塗装の技能 5 12.2%

2 スプレー塗装の技能 12 29.3%

3 下地処理の技能 11 26.8%

4 看板製作の技能 1 2.4%

5 PC画像処理の技能 2 4.9%

6 木工造作の技能 3 7.3%

7 内装施工の技能 1 2.4%

8 その他 6 14.6%

41 100.0%

問５ 新たに必要になると思う知識・技術・技能【複数回答】 回答数 構成比

1 特殊塗装仕上げの技能 8 47.1%

2 測定・検査の技能 3 17.6%

3 色彩コーディネートの技能 5 29.4%

4 その他 1 5.9%

17 100.0%

問６ 会社で、取得が必要となる資格、検定【複数回答】 回答数 構成比

1 有機溶剤作業主任者技能講習修了証 6 30.0%

2 足場の組立て等作業主任者技能講習修了証 2 10.0%

3 木材加工用機械作業主任者技能講習修了証 1 5.0%

4 インテリアコーディネーター 1 5.0%

5 自動車車体整備士 3 15.0%

6 その他 7 35.0%

20 100.0%

問７ 今後の訓練内容等の変更【1つ選択】 回答数 構成比

1 変更が必要 13 61.9%

2 現状のまま 6 28.6%

3 無回答 2 9.5%

21 100.0%

問７で「変更が必要」とする内容（複数回答） 回答数 構成比

1 定員（２０名）の見直し 3 20.0%

2 カリキュラムの見直し 9 60.0%

3 その他 3 20.0%

15 100.0%
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上記で定員の見直しの内容 回答数 構成比

1 定員の増 0 0.0%

2 定員の減 3 100.0%

3 100.0%

上記でカリキュラムの見直しの内容 回答数 構成比

1 カリキュラムの追加 3 33.3%

2 カリキュラムの削除 6 66.7%

9 100.0%

問８ 技術専門校の２年間に習得しておけば良かったと思われる知識、技術・技能等の内容【記入回答】

３コートパール塗装・メタリック塗装・ボカシ塗装

応用、対応する力

路面標示関係

下地処理・自動車の知識・調色・車体の鈑金

ほとんどの資格

自動車の板金塗装についての知識

石膏ボードのジョイント、コーナーのパテ処理、弾性タイル、リシンの吹き付け

エクセル等の事務用ソフトウェアの基本的な使い方

合　　計

合　　計
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